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中
学
校
に
し
て
も
高
等
学
校
に
し

て
も
、
志
望
校
を
決
定
す
る
時
は
、

ま
ず
進
学
実
績
に
注
目
す
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
受
験
産
業
に
携
わ
る

人
た
ち
は
、
そ
の
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
教
育
課
程
）
に
も
注
目
す
る

は
ず
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一

見
地
味
で
は
あ
る
が
、
実
は
学
校
の

看
板
な
の
で
あ
る
。
学
校
の
教
育
姿

勢
を
反
映
し
た
も
の
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て

昨
年
大
き
な
問
題
が
生
じ
た
。
所
謂

「
未
履
修
問
題
」
で
あ
る
。
何
故
今
頃

こ
の
よ
う
な
問
題
が
表
面
化
し
た
の

か
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。
新
課

程
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
既
に
6
年
が

経
過
し
て
い
た
。
新
課
程
用
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
申
請
し
た
時
点
で
問
題

と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
機
関
が
い
い

加
減
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、

申
請
通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

し
な
か
っ
た
学
校
が
数
多
く
あ
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

本
校
は
東
京
都
に
申
請
し
た
と
お

り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、「
教
育
法
」
の
解

釈
の
違
い
が
今
に
な
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
未

履
修
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
、

本
校
は
す
ぐ
に
東
京
都
に
実
態
を
説

明
し
た
。
そ
の
「
教
育
法
」
の
解
釈

の
違
い
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
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今号の紙面る
。学

校
教
育
法
第
14
条

大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
以
外

の
市
町
村
の
設
置
す
る
学
校
に
つ
い

て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
大

学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
私
立

学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事

は
、
当
該
学
校
が
、
設
備
、
授
業
そ

の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
法
令
の
規

定
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
若

し
く
は
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
規

定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
立
学
校
法
第
５
条

私
立
学
校
に
は
、
学
校
教
育
法
第

14
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
二
法
は
な
ん
と
な
く
矛
盾
す

国公立大学

総　数 現　役 卒業生

東京大学 51〈2〉 32〈2〉 19

京都大学 2 2

一橋大学 10 9 1

東京工業大学 19 11 8

北海道大学 3 1 2

旭川医科大学 1（1） 1（1）

東北大学 3（2） 3（2）

山形大学 1（1） 1（1）

筑波大学 10（2） 7（1） 3（1）

群馬大学 4（4） 3（3） 1（1）

埼玉大学 7 4 3

千葉大学 11（3） 7（2） 4（1）

電気通信大学 1 1

東京医科歯科大学 2（1） 1（1） 1

東京学芸大学 2 2

東京農工大学 6 6

横浜国立大学 4 3 1

新潟大学 2（1） 1（1） 1

金沢大学 1（1） 1（1）

信州大学 2（1） 1（1） 1（1）

滋賀医科大学 1（1） 1（1）

島根大学 1（1） 1（1）

愛媛大学 1（1） 1（1）

高知大学 2（2） 1（1） 1（1）

熊本大学 1（1） 1（1）

札幌医科大学 1（1） 1（1）

首都大学東京 5 3 2

横浜市立大学 4（2） 2（1） 2（1）

大阪府立大学 1 1

防衛医科大学 9（9） 5（5） 4（4）

気象大学 1 1

国公立大学総計 169（38） 97（21） 72（17）

私立大学

総　数 現　役 卒業生

早稲田大学 162 87 75

慶應義塾大学 148（3） 95（1） 53（2）

青山学院大学 9 7 2

愛知医科大学 1（1） 1（1）

麻布大学 1 1

学習院大学 6 2 4

神奈川大学 1 1

北里大学 7（2） 4（1） 3（1）

岐阜薬科大学 1 1

共立薬科大学 1 1

杏林大学 1（1） 1（1）

近畿大学 1（1） 1（1）

工學院大学 3 1 2

國學院大学 4 2 2

国際基督教大学 3 3

駒澤大学 2 2

産業医科大学 2（2） 1（1） 1（1）

芝浦工業大学 23 16 7

順天堂大学 2（2） 2（2）

上智大学 50 32 18

昭和大学 4（4） 4（4）

駿河台大学 1 1

成蹊大学 5 2 3

成城大学 3 1 2

専修大学 2 1 1

大東文化大学 1 1

多摩美大学 1 1

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
「
未
履
修
」
を
指
摘
さ
れ
た

多
く
の
私
立
学
校
は
、「
私
立
学
校
法

第
５
条
」
を
盾
に
と
っ
て
抗
議
し
た

の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
公
立
学
校
で
は
宗
教

教
育
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

私
学
で
は
「
聖
書
研
究
」
な
ど
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
入
れ
て
い
る
カ
ト

リ
ッ
ク
系
の
学
校
な
ど
も
あ
る
。
勿

論
そ
の
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

私
学
の
独
自
性
な
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
国
が
定
め
た
「
必
修
科
目
」
を

履
修
し
な
い
と
い
う
の
は
や
は
り
問

題
で
あ
る
。

本
校
の
場
合
は
、
地
歴
を
未
履
修

と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

私立大学

総　数 現　役 卒業生

千葉工業大学 2 2

中央大学 41 21 20

帝京大学 2（1） 2（1）

デジハリ大学 1 1

東海大学 3（1） 1（1） 2

東京医科大学 3（3） 3（3）

東京慈恵会医科大学 6（6） 1（1） 5（5）

東京電機大学 7 3 4

東京農業大学 3 1 2

東京薬科大学 1 1

東京理科大学 118 60 58

同志社大学 2 1 1

東邦大学 5（3） 1（1） 4（2）

東洋大学 5 1 4

獨協大学 1 1

日本大学 24（4） 8（2） 16（2）

日本医科大学 5（5） 1（1） 4（4）

日本歯科大学 1 1

日本社会事業大学 1 1

日本獣医生命大学 1 1

兵庫医科大学 1（1） 1（1）

文教大学 2 2

法政大学 14 5 9

星薬科大学 2 2

武蔵工業大学 3 1 2

明治大学 42 21 21

明治学院大学 1 1

明治薬科大学 2 2

横浜薬科大学 1 1

立教大学 30 9 21

立正大学 4 4

立命館大学 3 1 2

麗澤大学 1 1

私立大学総計 784（40） 405（10） 379（30）

え
、
本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
都
に
説
明
し
た
。
端
的

に
言
う
な
ら
ば
、
高
校
１
年

で
行
っ
て
い
る
必
修
科
目
の

「
世
界
史
A
」
は
、
世
界
史

に
止
ま
ら
ず
、
日
本
史
等
の

要
素
も
取
り
入
れ
た
本
校
独

自
の
授
業
構
成
に
し
て
い
る

の
で
、
必
修
科
目
は
こ
な
し

て
い
る
と
い
う
の
が
本
校
の

立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
主
張
を
押
し
通
し
て
い

る
と
高
校
3
年
生
の
受
験
、

更
に
は
卒
業
に
も
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
指

摘
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
科

目
は
補
講
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
問
題
は
終
結
し
た
。
18

年度 11 12 13 14 15 16 17 18

皆勤者数 61 72 49 47 35 48 72 56

東大現役合格者数 45 47 30 34 23 38 44 32

学習指導部長　春田裕之「未履修問題」について

（　）は、医学部の合格者数
〈　〉は、東大理 III の合格者数

皆勤者数と東大現役合格者数の比較

平成19年度 大学入試結果

年
度
の
卒
業
生
に
は
多
大
な
る
迷
惑

を
か
け
、
ま
た
17
年
度
の
卒
業
生
に

は
心
配
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
改

め
て
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
（
17

年
度
の
卒
業
生
に
は
何
ら
不
利
益
は

な
い
の
で
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ

い
）。とこ

ろ
で
、
日
本
史
で
な
く
世
界

海原会の運営はすべてみなさんからの
会費収入によってまかなわれています。
そのためにも会費未納（永年会員を除く）
の方は、ぜひ同封振込用紙により納入し
てくださるようお願いいたします。

年会費（毎年払込む）   　3, 000 円
永年会費　　　　30, 000円以上

会費納入はお済みですか？

史
を
必
修
科
目
と
す

る
の
に
は
い
さ
さ
か

疑
問
が
あ
る
。
日
本

史
も
世
界
史
も
必
修

と
す
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
世
界

に
出
て
活
躍
す
る
に

は
日
本
人
と
し
て
の

し
っ
か
り
と
し
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
っ
て
い
て
然
る

べ
き
だ
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
学
校
の
顔
で

あ
る
な
ら
ば
、
有
為

な
人
材
を
多
く
輩
出

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
本
校
も
、
恥
ず

か
し
く
な
い
顔
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

さ
て
、
誰
も
が
注
目
す
る
進
学
実

績
で
あ
る
が
、
国
公
立
大
学
の
医
学

部
は
健
闘
し
た
も
の
の
、
早
稲
田
大

学
は
合
格
者
数
が
か
な
り
減
っ
て
し

ま
っ
た
。大
学
全
入
時
代
な
ど
と
い
っ

て
も
、
早
慶
は
や
は
り
難
関
校
で
あ

る
。
そ
れ
な
り
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
東
大
も
現
役
は
数
を
減
ら
し
て

し
ま
っ
た
。
私
独
自
の
分
析
方
法
で

あ
る
「
皆
勤
者
数
と
東
大
合
格
者
数

と
の
関
係
」
を
改
め
て
見
て
欲
し
い
。

こ
の
比
較
対
照
は
学
校
の
内
外
、
多

く
の
方
々
に
注
目
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ

実
証
で
き
た
も
の
と
し
て
今
回
で
終

わ
り
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
毎

日
学
校
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
学

校
作
り
、
そ
し
て
学
習
意
欲
の
わ
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
こ
れ
か
ら
も

鋭
意
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。

祝
合格

❸

❹
❺
❻
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会費納入は済みましたか？　会費未納の方は同封の振込用紙をご利用になり、早めに納入してください。年会費3000円／永年会費30000円以上です

本
日
は
同
窓
の
諸
兄
多
数
ご
参
会

い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
24
年
・
１
９
８
９
年
創
立
の

母
校
海
城
学
園
の
歴
史
は
3
世
紀
に

わ
た
っ
て
１
１
７
年
を
算
え
、
30
年

後
の
大
正
10
年
に
発
足
し
た
「
海
原

会
」
は
、
今
年
87
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

母
校
は
順
調
そ
の
も
の
で
す
。
正

面
に
新
築
の
大
校
舎
が
、
そ
れ
を
象

徴
す
る
か
の
よ
う
な
壮
観
で
す
。

大
学
進
学
の
実
績
は
、
今
春
も
、

天
下
第
一
流
で
し
た
。
生
徒
諸
君
の

未
来
の
夢
と
、人
生
プ
ラ
ン
と
に
合
っ

た
大
学
へ
、
確
率
高
く
進
学
出
来
る

こ
と
は
、
正
に
理
想
的
で
す
。「
海

城
」
へ
の
世
間
の
評
価
は
高
ま
る
一

方
で
、
卒
業
生
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
す
。
学
校
の
適
切
な
ご
指
導
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

同
窓
会
の
ほ
う
は
、
本
部
役
員
の

改
選
期
に
あ
た
り
ま
す
。
会
長
の
私

と
立
石
・
石
原
・
森
山
の
三
副
会
長

は
再
任
。
ま
た
、
会
計
幹
事
に
宮
下

信
一
郎
氏
、
総
務
企
画
委
員
長
に
大

澤
英
夫
氏
、
広
報
委
員
長
に
山
田
雅

康
氏
を
、
新
任
嘱
託
す
る
こ
と
と
し
、

先
頃
、
常
任
幹
事
会
の
了
承
を
得
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
ま
す
。

退
任
さ
れ
る
小
池
洋
三
さ
ん
や
池

田
健
一
さ
ん
、
福
島
賢
哉
さ
ん
、
長

い
間
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
同
窓
会
本
部
の

活
動
に
も
、
若
い
年
齢
層
の
方
々
の

参
加
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会

活
性
化
の
原
動
力
と
し
て
、
こ
の
傾

向
の
進
展
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま

す
。総

会
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
開

催
日
を
毎
年
6
月
第
一
土
曜
日
に
恒

例
化
し
、
ま
た
各
年
度
同
期
生
が
誘

い
合
っ
て
の
集
団
的
参
加
な
ど
の
こ

と
を
今
後
も
推
進
し
、
な
お
新
し
い

工
夫
も
致
し
ま
す
。
ご
協
力
の
お
陰

で
、
参
会
者
数
は
一
昨
年
か
ら
再
び

増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
昨
年
春
に
、
本
格

的
に
立
ち
上
げ
た
海
原
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
年
間
万
単
位
の
ご
利
用

を
頂
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
円
満
で
、
し
か
も
筋

の
通
っ
た
運
営
に
努
力
致
し
ま
す
。

同
窓
会
は
、
同
窓
の
方
々
の
ご
協

力
と
、
母
校
の
ご
支
援
な
く
し
て
は

何
事
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 18年度活動報告及び平成 19年度活動計画

平成 18年度収支計算書及び平成 19年度収支予算書

会
長
挨
拶 

海
原
会
会
長　

植
木
昭
夫

平
成
19
年
度
総
会
は
、
6
月
2
日

（
土
）
母
校
1
号
館
3
階
の
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
昨
年
を
若
干

上
回
る
１
４
２
名
で
あ
っ
た
。

午
後
3
時
10
分
、
森
山
昭
洋
副
会

長
（
昭
41
）
の
司
会
で
開
会
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
植
木
昭
夫
会
長
（
昭

20
）、
古
賀
喜
博
理
事
長
（
昭
33
）、

和
田
征
士
学
校
長
の
挨
拶
（
い
ず
れ

も
要
旨
別
掲
）
の
後
、
石
原
長
夫
副

会
長
（
昭
33
）
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
事
1　

立
石
博
巳
副
会
長
（
昭

26
）
よ
り
平
成
18
年
度
の
活
動
報
告

及
び
決
算
報
告
（
い
ず
れ
も
別
掲
）

が
あ
り
、
続
い
て
濱
田
謙
一
監
査
幹

事
（
昭
20
）、
水
田
勝
博
監
査
幹
事

（
昭
28
）
よ
り
「
適
正
」
で
あ
っ
た
旨

の
監
査
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

議
事
2　

平
成
19
年
度
活
動
計
画

（
案
）
と
収
支
予
算
（
案
）（
そ
れ
ぞ

れ
別
掲
）
に
つ
い
て
立
石
副
会
長
よ

り
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
特
に
質
問
も

な
く
、
午
後
3
時
50
分
森
山
副
会
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

午
後
4
時
5
分
、
福
島
羊
一
先
生

の
司
会
、
佐
藤
靖
久
先
生
の
指
揮
に

よ
る
海
城
吹
奏
楽
団
の
演
奏
会
が
始

ま
っ
た
。「
校
歌
斉
唱
（
1
番
か
ら
5

番
）」、「
シ
カ
ゴ
の
美
人
」、「
パ
イ
レ
ー

ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」
と
演
奏

が
進
み
、「
ブ
ラ
ジ
ル
」で
終
演
と
な
っ

た
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏
の
素
晴
ら

し
さ
と
一
生
懸
命
さ
に
会
場
を
埋
め

た
出
席
者
か
ら
の
拍
手
は
鳴
り
止
ま

ず
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
士
官
候
補
生
」

で
約
30
分
の
演
奏
を
終
了
し
た
。

親
睦
会
は
午
後
4
時
50
分
か
ら
食

堂
棟
2
階
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
行
わ

れ
た
。
植
木
会
長
の
挨
拶
、
清
水
秀

雄
さ
ん
（
昭
4
）
の
音
頭
で
乾
杯
の

後
、
懇
談
に
入
っ
た
。
新
卒
で
は
早

稲
田
大
学
に
入
っ
た
益
子
博
貴
君
と

緒
方
友
博
君
が
出
席
し
、
先
輩
諸
氏

に
引
っ
張
り
だ
こ
で
懇
談
の
輪
が
で

き
て
い
た
。
私
も
両
君
と
話
し
た
が
、

幸
い
と
い
お
う
か
、
在
学
中
は
文
芸

部
に
所
属
し
て
い
て
活
躍
さ
れ
た
と

聞
き
、
本
紙
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
考
え
ま
し
ょ
う

と
言
っ
て
く
れ
た
。
心
強
い
こ
と
に

元
毎
日
新
聞
社
で
活
躍
さ
れ
た
滝
本

喬
さ
ん
（
昭
36
）
と
も
話
が
で
き
た
。

現
在
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
大
変
お
忙
し
い
ご
様
子
だ
が
、
会

報
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
。
ま
た
最
高
齢
の
清
水
秀
雄
さ
ん

は
、
一
週
間
後
に
船
橋
市
で
開
催
さ

れ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
へ
出
場
す

る
と
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
た
。
約
3

年
前
の
取
材
時
よ
り
も
元
気
に
な
ら

れ
、
肌
の
色
艶
も
良
く
、
若
返
ら
れ

た
印
象
を
受
け
た
。
来
年
の
総
会
に

も
出
席
し
た
い
と
強
く
言
っ
て
お
ら

3 月 18 日海城高校の卒業式において、植木海原
会会長より竹井悠人さんに海原会賞が贈られまし
た。
〈受賞理由〉
コンピュータプログラミングの分野で優れた能力
を持ち、パソコン甲子園等の大会に出場。学生技
術コンテスト Imagine Cup 2006（世界大会がイ
ンドのデリーで開催された）ソフトウエアデザイ
ン部門日本代表。
〈Imagine Cup〉
今年度は、世界 100 カ国以上の国々から参加した
6 万 5000 人より選ばれた 42 カ国、総計 181 人の
学生たちによる戦い !!
〈海原会賞〉
毎年、高校３年生の中から、下記のような活動を
した人物を対象に贈る賞です。

「2 年以上在籍し、ボランティア・生徒会活動な
どユニークな活動に貢献し、学業、性向とも優れ
た人物」

海原会賞受賞者

竹井悠人さん

▲海城吹奏楽団の伴奏で校歌斉唱

平
成
19
年
度
総
会
開
催

2007

▲盛大に行われた親睦会

◎
親
睦
会
に
参
加
し
て

「
海
原
」
紙
の
編
集
に
か
か
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
会
合
や
取
材
を
機

会
に
、
先
・
後
輩
の
方
々
と
顔
見
知

り
に
な
り
、
親
し
く
話
を
楽
し
ん
で

い
る
。
初
対
面
で
あ
り
な
が
ら
、
た

ち
ま
ち
に
心
を
許
し
あ
え
る
、
同
窓

会
と
い
う
の
は
つ
く
づ
く
不
思
議
な

集
ま
り
で
、
90
歳
を
越
え
る
大
先
輩

か
ら
、
こ
の
年
卒
業
の
少
年
と
ま
で
、

遠
慮
な
く
打
ち
解
け
合
え
る
、
こ
ん

な
場
所
が
外
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
同

期
会
な
ど
は
旧
知
の
間
の
情
だ
が
、

親
睦
会
は
、
は
じ
め
て
の
顔
に
笑
顔

が
応
え
て
く
る
、
奇
跡
の
よ
う
な
世

界
で
は
な
い
か
。

こ
の
と
こ
ろ
、
年
々
パ
ー
テ
ィ
ー

の
に
ぎ
わ
し
さ
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
参
加
人
員
が
増
し
た
だ
け
で
な

く
、
出
席
者
の
多
く
が
年
一
度
の
場

を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
思
う
。

見
知
ら
ぬ
会
員
が
話
し
か
け
て
き

た
。
胸
の
名
札
は
一
年
後
輩
だ
っ
た

が
、
共
通
の
知
人
の
名
が
結
構
出
て

来
て
楽
し
か
っ
た
。

映
画
の
録
音
を
仕
事
に
し
て
き
た

B
さ
ん
に
は
、
黒
澤
明
監
督
の
素
顔

の
一
面
を
う
か
が
っ
た
。

画
家
の
N
さ
ん
が
、
珍
し
く
画
の

話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
以
前
か
ら

N
さ
ん
に
は
、
戦
後
の
画
壇
に
つ
い

て
う
か
が
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
日
本
の
洋
画
界
の
お
く
れ
て
き

た
青
春
の
時
代
だ
と
考
え
る
か
ら
。

散
会
後
、
会
長
の
植
木
さ
ん
と
、

新
大
久
保
駅
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
店
に

入
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
5
、

6
人
の
先
輩
た
ち
が
い
て
、
話
が
は

ず
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　

 　
（
片
山
忠
美　

記
）

れ
た
。
宴
も
進
み
、
和
や
か
ム
ー
ド

の
親
睦
会
も
午
後
6
時
、
新
卒
の
益

子
君
と
緒
方
君
の
リ
ー
ド
で
万
歳
三

唱
を
し
て
閉
会
し
た
。

（
小
川
晴
望　

記
／
山
本
満
男　

写
真
）
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取り上げて欲しい「特集」がありましたら、海原会事務局へご意見をお寄せください

平
成
19
年
度
海
原
会
定
例
総
会
の

開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

海
原
会
の
一
員
と
し
て
毎
年
6
月

第
一
土
曜
日
に
、
会
員
の
皆
様
方
と

お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
し
、
ま
た
例
年
こ
の
よ
う
に

多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
は
、
母
校
の
お
預
か
り
し
て
お

り
ま
す
教
職
員
の
一
員
と
致
し
ま
し

て
、
大
変
力
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

理
事
長
挨
拶
学
校
法
人
海
城
学
園
理
事
長　

古
賀
喜
博

Ｐ
Ａ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
）
手
法
を
取
り
入
れ
て
、

新
し
い
人
間
力
を
生
徒
に
身
に
付
け

て
貰
う
よ
う
、
昨
年
か
ら
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
こ
と
は
、
昨
年
の
こ
の

総
会
で
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
学
１
年
で
は
、
日
帰
り
で
、
中

学
２
年
で
は
一
泊
二
日
を
費
や
し
、

こ
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

高
１
等
の
Ｈ
Ｒ
で
も
こ
の
手
法
の
応

用
で
人
間
関
係
の
作
り
方
に
習
熟
す

る
よ
う
工
夫
し
、
生
徒
か
ら
好
感
を

持
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
中

学
１
年
生
の
担
任
団
は
、
森
新
学
年

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高

齢
化
に
と
も
な
う
子
供
の
数
の
減
少

と
い
う
面
が
よ
く
話
題
と
な
り
ま
す

が
、
む
し
ろ
一
部
の
家
庭
や
子
供
達

の
考
え
方
や
行
動
に
根
底
か
ら
の
変

化
と
も
言
え
る
よ
う
な
も
の
が
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
変
質
し
て
し
ま
っ

た
今
の
社
会
や
家
庭
状
況
を
写
す
鏡

の
よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
良
い
方
へ
の
変
化
で
な
く
、

む
し
ろ
将
来
に
向
か
っ
て
悪
化
し
て

ゆ
く
前
兆
の
よ
う
な
不
気
味
さ
さ
え

感
じ
ま
す
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
現

象
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
多

く
の
国
々
で
、
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
最
大
に
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
解
決
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る

の
は
、
教
育
の
力
で
し
ょ
う
。
今
こ

そ
ま
っ
と
う
な
学
校
が
必
要
な
時
代

で
あ
る
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

母
校
海
城
学
園
は
、
卒
業
生
、
在

校
生
、
保
護
者
、
学
校
が
、
三
位
一

体
な
ら
ぬ
四
位
一
体
の
信
頼
関
係
と

学
校
長
挨
拶
海
城
中
学
・
高
等
学
校
長　

和
田
征
士

主
任
を
中
心
に
、
新
規
採
用
教
諭
の

４
名
を
加
え
、
春
休
み
期
間
中
に
Ｐ

Ａ
の
指
導
手
法
習
熟
を
目
指
し
て
合

宿
し
ま
し
た
。
そ
の
一
事
か
ら
も
、

先
生
方
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

社
会
に
出
て
必
要
な
資
質
は
、
学

力
に
加
え
、
人
間
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
能
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

海

城
で
は
、
週
刊
誌
の
東
大
合
格
数

ラ
ン
キ
ン
グ
も
大
事
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
能
力
を
身
に
付
け
て
送
り
出

し
た
い
と
全
職
員
が
心
が
け
て
い
ま

す
。私
学
と
し
て
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

が
今
後
見
直
さ
れ
て
い
く
と
の
思
い

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
未
履
修
問
題
で
、
海

城
の
名
が
新
聞
等
に
出
て
ご
心
配
を

お
か
け
し
た
向
き
が
あ
る
と
存
じ
ま

す
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
す

る
立
場
で
、敢
え
て
発
表
に
踏
み
切
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
刺
激
を
受
け
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
、
以
前
か

ら
の
予
定
に
従
っ
て
、
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
層
充
実
し
た
指
導
計

画
が
出
来
上
が
る
予
定
で
す
。

校
舎
建
築
に
関
し
ま
し
て
は
、
２

号
館
が
昨
年
度
初
め
か
ら
い
い
形
で

使
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

ま
し
て
今
年
度
は
、
３
号
館
及
び
前

庭
・
中
庭
の
整
備
工
事
に
着
手
す
る

予
定
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
３
号
館

の
内
、
戸
山
小
学
校
と
平
行
の
建
物

３
階
建
て
６
教
室
を
取
り
壊
し
、
更

地
に
し
ま
す
。
そ
の
部
分
と
中
庭
部

分
を
植
栽
と
活
動
広
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
前
川
設
計
事
務
所
に

設
計
を
依
頼
し
て
ほ
ぼ
設
計
が
完
了

し
ま
し
た
。
音
の
発
生
す
る
工
事
は

夏
休
み
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
予

定
で
す
。
中
庭
の
一
部
に
は
、
芝
生

も
植
え
、
生
徒
が
そ
こ
で
ボ
ー
ル
遊

び
が
出
来
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
に
芝
生
を
入
れ
て
い
く
こ
と

が
一
つ
の
新
し
い
流
れ
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
採
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
部
週
刊
誌
で
東
大
の
合
格
数
が

詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

東
大
初
め
大
学
進
学
状
況
は
順
調
に

推
移
し
て
お
り
、
入
学
状
況
も
順
調

で
す
。
し
か
し
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
関
係
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
力
強
い
教
育
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
卒
業
生
の
皆
様
方
、

言
い
換
え
れ
ば
海
原
会
の
皆
様
方
の

ご
協
力
ご
理
解
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

先
月
来
、
財
界
ト
ッ
プ
の
方
と
懇
談

の
機
会
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
特
に
私

立
学
校
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
卒
業

生
で
あ
り
、
同
窓
会
が
活
性
化
し
、

学
校
と
の
協
力
関
係
を
築
け
た
学
校

は
発
展
し
て
ゆ
く
し
、
出
来
な
か
っ

た
学
校
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
の
指
摘

が
あ
り
、
私
も
意
見
を
同
じ
く
い
た

し
ま
し
た
。
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
同

窓
会
の
活
動
に
は
、
非
常
に
大
き
な

意
義
が
あ
る
の
に
、
多
く
の
学
校
が

そ
の
活
力
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

海
城
学
園
と
海
原
会
も
同
窓
活
動

を
通
じ
て
、
母
校
発
展
へ
向
か
う
車

の
両
輪
と
な
れ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
海
原
会
と
の
協
力
関

係
を
、
よ
り
強
力
な
も
の
と
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
の
で
、
力
強
い
ご
援
助

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と

し
ま
す
。

去
る
5
月
3
日
、
憲
法
記
念
日
に

「
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
」に
て
、

海
城
吹
奏
楽
団
の
第
14
回
定
期
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
型
連
休
の
只
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ
り
も

多
く
、
８
０
０
人
を
超
え
る
方
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
Ｏ
Ｂ
一
同
喜
ん

で
い
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
現
役
の

団
員
た
ち
も
そ
れ
を
励
み
に
次
回
定

期
演
奏
会
へ
向
け
て
さ
ら
に
よ
い
も

の
を
作
り
上
げ
る
べ
く
努
力
を
し
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

海
城
吹
奏
楽
団
に
と
っ
て
年
に
一

度
の
定
期
演
奏
会
は
大
き
な
節
目
で

す
。
高
校
三
年
生
は
こ
の
演
奏
会
後

に
引
退
を
し
ま
す
。
定
期
演
奏
会
の

終
了
は
団
に
と
っ
て
は
新
た
な
一
年

の
開
始
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う

な
節
目
で
あ
る
と
同
時
に
、
何
ヶ
月

も
前
か
ら
練
習
を
は
じ
め
、
3
月
に

は
合
宿
も
行
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た

成
果
を
発
揮
す
る
場
と
あ
っ
て
、
団

員
に
と
っ
て
は
緊
張
を
伴
う
場
で

す
。私

自
身
現
役
の
頃
は
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
裏
方
で
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
、

緊
張
感
を
伴
っ
た
独
特
の
雰
囲
気
を

肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
雰
囲
気
と
そ
し
て
楽
し
そ
う
に

演
奏
す
る
団
員
を
見
る
こ
と
が
演
奏

会
に
足
を
運
ぶ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
た
だ
よ
い
演
奏
を
聴

く
だ
け
な
ら
ば
市
販
さ
れ
て
い
る
Ｃ

Ｄ
を
買
え
ば
十
分
で
す
。
し
か
し
Ｃ

Ｄ
で
は
感
じ
取
れ
な
い
雰
囲
気
を
感

じ
、
楽
し
そ
う
に
演
奏
し
て
い
る
奏

者
を
見
る
こ
と
が
演
奏
会
で
は
で
き

ま
す
。

毎
年
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く
演
奏

に
加
え
て
今
年
は
例
年
よ
り
も
凝
っ

た
照
明
、
指
揮
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

佐
藤
先
生
の
演
出
へ
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
、

来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
演
奏
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
い
う

身
内
な
視
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、
団

員
た
ち
は
今
後
も
ま
た
よ
り
よ
い
演

奏
会
を
作
っ
て
い
け
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。
是
非
そ
の
演
奏
会
を

〝
見
〞
そ
し
て
〝
聴
き
に
〞
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
な
お
次
回
の
第
15
回
定
期
演
奏

会
は
平
成
20
年
5
月
６
日
に
「
な
か

の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
」
に
て
行
わ

れ
ま
す
。（

近
藤
雄
大　

平
16
卒　

記
）

海城吹奏楽団

第 14回定期演奏会開催

大
13　

稲
垣　
　

博
／
18
・
12
・
5

昭
4　

井
上　
　

林
／
18
・
8
・
4

昭
11　

岩
田
擴
太
郎
／
19
・
6
・
10

昭
13　

山
口　

輝
雄
／
18
・
8
・
29

昭
15　

武
井　

春
義
／
18
・
12
・
3

昭
15　

山
崎　

英
喜
／
18
・
10

昭
16　

寺
澤　

八
郎
／
18
・
3

昭
17　

細
川　

多
聞
／
19
・
5
・
2

昭
21　

渡
邊　

英
治
／
18

昭
22　

前
田　
　

滋
／
19
・
2
・
5

昭
23　

國
友　
　

章
／
18

昭
27　

須
藤　
　

実
／
18
・
12

昭
28　

金
原　

陸
郎
／
19
・
3
・
28

昭
30　

片
桐　

克
己
／
18
・
12

昭
31　

山
崎　

芳
郎
／
19
・
4
・
2

昭
32　

杉
浦　

芳
男
／
18
・
12
・
25

昭
35　

上
島　

昌
彦
／

昭
43　

飯
沢　

真
一
／
18
・
9
・
8

昭
45　

高
橋　

正
樹
／
16
・
4
・
18

昭
53　

大
塩　

堤
一
／
17
・
7

昭
53　

早
川　

元
章
／

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

訃　

報

五
万
円

昭
33 

前
田　

幸
男

三
万
三
千
円

平
17 

西
川　

侑
希

三
万
円

昭
22 

内
田　

恒
司

昭
23 

佐
藤　

竹
雄

昭
27 

塚
田　

一
雄

昭
29 

松
田　

武
司

昭
36 

中
島　

忠
家

昭
37 

岡　
　

利
一

昭
40 

溝
口　

敏
盛

昭
41 

熊
木　

眞
一

昭
48 

佐
々
木　

亨

昭
52 

畠
山　

正
恒

昭
54 

荒
川　
　

勇

昭
54 

臼
田　

頼
仁

昭
59 

関
口　
　

隆

昭
59 

田
中　

広
忠

昭
62 

本
橋　

賢
一

平
6 

井
上　

大
輔

平
12 

小
池　

忠
太

平
12 

藤
岡　

俊
一

平
12 

横
田　

雅
彦

平
13 

松
本　
　

悠

平
15 

佐
藤　

真
教

平
15 

原
田　
　

峻

平
17 

齊
藤　

翔
平

平
17 

嶋
口　

博
允

平
17 

田
村　

雅
人

平
17 

峯
崎　

俊
亮

平
18 

飯
村　

慶
太

平
18 

遠
藤　

貴
之

平
18 

岡
田　

章
吾

平
18 

鎌
田
林
太
郎

平
18 

川
越　

康
仁

平
18 

重
盛
林
太
郎

平
18 

柴
田　

玲
生

平
18 

多
和
田
雅
師

平
18 

原
田　
　

遼

平
18 

廣
本　

孝
仁

平
18 

堀
井
健
太
郎

平
18 

吉
永　

浩
気

平
19 

縣　
　

祐
樹

平
19 

伊
佐　

亮
祐

平
19 

小
口　

琢
也

平
19 

佐
々
木　

剛

平
19 

清
水　

雄
人

平
19 

菅
又　

裕
介

平
19 

七
松　
　

東

平
19 

山
下　

大
輔

一
万
円
（
追
加
納
入
）

昭
32 

吉
岡　

長
利

永年会費納入者（敬称略） 永年会費を納入されている方（封筒の宛名の下に「永」と表示
されている）にも、封入作業の都合で、会費の振込用紙が同封
されていますが、悪しからずご了承ください。

受
賞
作
品

『
3
分
26
秒
の
削
除
ボ
ー
イ
ズ

　

―
ぼ
く
と
春
と
コ
ウ
モ
リ
と
』

大
賞
賞
金

　

２
０
０
０
万
円

♪ ♪ ♪

お知らせ

第１回ポプラ社小説大賞を
〈平成11年卒〉方波見 大志（かたばみ だいし）氏
　　　　　が受賞しました！

̶おめでとうございます̶
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▼
ゆ
と
り
の
顔
、
至
福
の
と
き

◎
平
成
18
年
11
月
17
日
（
金
）

◎
於
・
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

◎
出
席
者
・
30
名

・
気
配
り
の
冊
子

残
念
だ
が
3
人
ほ
ど
我
々
の
前
か
ら

逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
分
ご
無
沙
汰

し
た
仲
間
が
参
加
し
た
こ
と
か
ら
30
人

が
勢
揃
い
し
た
の
は
嬉
し
い
。

い
つ
も
の
事
な
が
ら
「
欠
席
者
近

況
」
な
る
冊
子
が
配
ら
れ
た
。

「
あ
い
つ
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
」

遠
方
の
人
、
現
役
の
人
、
旅
行
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
、
田
舎
暮
し
、

と
き
。
司
会
者
の
指
名
で
各
々

が
ス
ピ
ー
チ

・
お
前
に
は
世
話
に
な
っ
た
な

の
話

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

話・
薬
を
飲
む
な
ら
酒
を
飲
め
と

か・ウ
エ
ス
タ
ン
ソ
ン
グ
で
気
勢
を
上

げ・
逝
く
と
こ
ろ
は
み
ん
な
同
じ

だ・
90
歳
に
な
っ
た
ら
会
お
う
ぜ

と
か
、

野
次
が
入
り
大
笑
い
。

前
を
向
い
て
い
る
。
健
康
の

話
は
そ
っ
ち
の
け
で
お
構
い
な

し
。
話
題
は
尽
き
な
か
っ
た
。

次
回
も
皆
元
気
で
居
る
に
違
い

な
い
。

（
山
本
満
男　

記
）

　

昭
和
23
・
24
年
卒

　

海
原
二
三
四
会

▼
喜
寿
を
迎
え
て

◎
平
成
19
年
5
月
19
日
（
土
）

◎
於
・
外
国
人
特
派
員
協
会

◎
出
席
者
・
26
名

私
達
の
学
年
は
、
毎
年
5
月
の
第

三
土
曜
に
「
海
原
二
三
四
会
懇
親
会
」

を
開
い
て
来
ま
し
た
。
今
年
も
5
月

19
日
、
有
楽
町
に
あ
る
外
国
人
特
派

員
協
会
で
、
26
名
の
仲
間
が
集
い
、

再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
私
達
の
会

合
は
40
年
以
上
も
毎
年
続
け
て
来
ま

　

昭
和
19
年
卒

　

同
期
会

▼
傘
寿
を
迎
え
て

◎
平
成
18
年
10
月
26
日
（
木
）

◎
於
・
銀
座
三
笠
会
館

◎
出
席
者
・
15
名

今
回
も
案
内
状
発
状
に
当
り
一

同
寿
了
歳
浪
と
共
に
出
席
者
の
数

も
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
る
状
況
に

鑑
み
、
丁
度
今
年
は
吾
々
世
代
が
80

代
の
大
台
に
の
り
、
全
員
傘
寿
を
迎

え
る
事
と
な
っ
た
の
を
機
に
祝
傘
寿

の
会
と
銘
打
っ
て
開
く
旨
特
筆
附
記

し
そ
れ
に
由
っ
て
今
ま
で
余
り
参
加

に
意
欲
を
見
せ
な
か
っ
た
面
々
の
中

に
も
「
そ
れ
な
ら
ば
」
と
重
い
腰
を

上
げ
て
く
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
か
と

幹
事
一
同
胸
算
用
も
し
て
み
た
の
で

す
が
結
果
は
や
は
り
15
名
の
出
席
に

止
り
寂
し
い
感
じ
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
の
は
吾
人
だ
け
で
は
無
さ
そ
う
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
卒
業
以
来

60
年
。
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
て

来
た
吾
等
の
人
世
を
想
う
時
こ
れ
も

歳
月
と
自
ら
得
心
せ
ざ
る
を
得
な
い

次
第
で
す
。
懇
親
会
に
入
り
幹
事
の

挨
拶
乾
盃
に
続
き
各
自
近
況
の
披
露

等
を
話
題
は
つ
き
る
事
無
く
今
回
を

も
っ
て
最
終
回
と
す
る
に
は
も
っ
た

い
な
い
様
な
気
分
に
も
な
っ
た
が
諸

般
の
事
情
か
ら
こ
れ
も
亦
已
む
を
得

な
い
事
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
が
宴
を
閉
じ
る
当
り
山
下
哲
寿
君

の
フ
ル
ー
ト
伴
奏
に
依
り
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
互
い
に
健
康
を
祈
り
つ

つ
散
会
と
な
っ
た
。

又
、
前
回
よ
り
今
日
ま
で
の
年
間

に
沢
登　

豊　

平
成
18
年
1
月
2
日

今
井
英
一　

平
成
18
年
7
月
13
日

市
瀬　

威　

平
成
18
年
8
月
31
日

以
上
3
君
が
不
帰
の
客
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
合
掌

（
小
田
定
朗　

記
）

　

昭
和
27
年
卒

　

海
原
二
七
会

　

昭
和
34
年
卒

　

海
原
三
四
会

▼
青
森
か
ら
も
か
け
つ
け
た

◎
平
成
19
年
３
月
11
日
（
日
）

◎
於
・
神
楽
坂
「
エ
ミ
ー
ル
」

◎
出
席
者
・
40
名

昭
和
34
年
卒
業
生
が
、
卒
業
45
年

目
に
「
海
原
三
四
会
」
と
称
し
て
同

期
会
を
開
催
し
て
、
今
回
が
第
３
回

同
期
会
・

ク
ラ
ス
会
通
信
❶

目
と
な
る
。

今
年
は
、
参
加
者
39
名
で
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
た
。
恩
師
の
大
貫
金
吾

▼
徳
光
和
夫
君
の
参
加
で
盛
り
上
が
る

◎
平
成
19
年
３
月
30
日
（
金
）

◎
於
・
千
葉

　
　
　

姉
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

◎
出
席
者
・
７
名

昭
和
34
年
卒
同
期
会
は
、
平
成
15

年
6
月
「
ホ
テ
ル
海
洋
」
に
て
第
１

回
を
開
催
し
て
か
ら
、
今
年
で
3
回

と
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
会
の
き
っ

か
け
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ア
マ
に

で
て
い
た
徳
光
和
夫
君
が
安
藤
浩
君

と
出
会
っ
て
か
ら
で
す
。

去
年
か
ら
企
画
し
て
い
た
も
の
が

安
藤
君
の
メ
ン
バ
ー
コ
ー
ス
姉
ヶ
崎

Ｃ
・
Ｃ
で
や
っ
と
実
現
し
7
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
前
列
右
か
ら
山
崎
典
夫

（
Ａ
組
）
徳
光
和
夫
（
Ｂ
組
）
小
野

光
昭
（
Ｅ
組
）
安
藤
浩
（
Ａ
組
）
鈴

木
雅
彦
（
Ｃ
組
）
栗
原
敏
朗
（
Ｃ
組
）

宇
野
耕
平
（
Ｄ
組
）。

徳
光
和
夫
君
は
、
当
日
の
早
朝
新

橋
汐
サ
イ
ト
の
ホ
テ
ル
か
ら
か
け
つ

　

昭
和
34
年
卒

　

海
原
三
四
会
ゴ
ル
フ
会

け
て
く
れ
た
。徳
さ
ん
の
人
柄
に
キ
ャ

デ
ィ
さ
ん
は
大
喜
び
で
一
日
楽
し
く

プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
20
年
。レ
ギ
ュ

ラ
ー
番
組
、
単
発
番
組
と
イ
ベ
ン
ト

の
司
会
に
あ
け
く
れ
る
中
、
好
き
な

ゴ
ル
フ
と
は
い
え
快
く
参
加
し
て
く

れ
て
我
々
6
名
は
感
激
し
ま
し
た
。

そ
の
夜
も
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

6
時
か
ら
、
あ
る
歌
手
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
と
か
、プ
レ
ー
後
の
パ
ー

テ
ィ
も
そ
こ
そ
こ
に
東
京
へ
と
向
か

わ
れ
た
。
安
藤
君
が
写
真
を
送
っ
た

し
た
。
今
年
度
中
に
み
ん
な
喜
寿
に

な
り
ま
す
。
若
干
の
老
い
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
元
気
な
仲
間
が
大

半
で
す
。
現
在
も
現
役
で
活
躍
し
て

い
る
者
も
数
人
居
り
ま
す
。

こ
の
会
の
原
動
力
は
海
城
学
園
理

事
で
、
東
京
弁
理
士
会
の
副
会
長
を

務
め
た
こ
と
も
あ
る
阿
形
明
氏
の
新

橋
に
あ
る
特
許
事
務
所
の
一
室
で
毎

月
第
三
土
曜
（
以
前
は
金
曜
）
に
、

仲
間
が
集
う
「
三
土
会
」
を
続
け
て

来
た
か
ら
で
す
。
そ
の
集
い
は
、
話

し
合
い
な
が
ら
呑
む
事
も
あ
り
ま
す

が
、
囲
碁
や
麻
雀
を
す
る
者
も
い
ま

す
。
こ
の
集
い
に
私
達
の
担
任
を
な

さ
っ
た
堀
正
一
先
生
や
後
に
日
本
芸

術
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
利
根
山
光
人

先
生
が
来
ら
れ
た
事
も
有
り
ま
し

た
。21

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
懇
親
会

出
席
者
数
は
概
ね
25
〜
28
名
程
度
で

あ
り
、
い
つ
か
は
減
少
す
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
は
定
数
を

保
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
番
の
要
因

は
、
少
子
化
時
代
で
私
学
運
営
が
厳

し
い
中
、
母
校
が
立
派
に
存
続
し
て

い
る
か
ら
だ
と
断
言
出
来
ま
す
。

海
城
あ
っ
て
の
海
原
会

海
城
学
園
の
繁
栄
を
祈
り
ま
す
。

（
大
貫
金
吾　

記
）

先
生
に
も
御
来
臨
い
た

だ
き
ま
し
た
。
77
歳
の

現
在
も
富
士
登
山
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
地
元
の
新
座
で

環
境
美
化
の
運
動
も
永

年
続
け
て
お
ら
れ
る
こ

と
。
我
々
も
ま
だ
ま
だ

先
生
に
負
け
て
い
ら
れ

な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。ま

た
、
今
回
は
Ｃ
組

の
石
渡
孝
君
が
遠
く
青

森
市
か
ら
出
席
さ
れ
、

卒
業
し
て
か
ら
の
48
年

ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
出

来
て
、
楽
し
い
時
間
を

共
に
過
ご
し
た
。

な
お
、
次
回
は
明
年

（
平
成
20
年
）
の
9
月
に

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

多
数
の
同
期
生
に
集
っ

て
欲
し
い
と
幹
事
一
同

は
願
っ
て
い
る
。

（
佐
藤
秀
夫　

記
）

と
こ
ろ
、
早
速
丁
寧
な
お
礼
状
が
届

き
、
徳
さ
ん
の
人
柄
を
し
の
ば
せ
る

ひ
と
こ
ま
で
す
。

次
回
は
10
月
の
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
第
１
回
を
開
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
鈴
木
雅
彦　

記
）

農
作
業
、
体
調
不
良
、
郷
愁
の
思
い

な
ど
、
近
況
が
手
に
取
る
よ
う
に
想

像
で
き
る
。

こ
の
冊
子
の
企
画
は
実
に
嬉
し

い
。
そ
の
気
配
り
に
感
謝
し
た
い
。

宴
会
は
森
山
富
夫
君
の
号
令
調
の

司
会
で
始
ま
っ
た
。
杯
を
交
わ
し
な

が
ら
お
互
い
に
近
況
を
探
り
あ
い
、

当
時
の
自
分
達
の
面
影
を
辿
る
。

・
が
さ
つ
な
変
な
時
期

我
々
の
時
代
は
終
戦
直
後
の
も
の

の
な
い
飢
え
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
い
て
記
憶
に
残
る
悲
惨
な
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

む
し
ろ
、
転
々
と
流
浪
の
生
活
で
何

か
面
白
い
時
期
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

こ
の
時
代
吉
田
内
閣
（
21
）、
朝

鮮
戦
争
（
25
）、
美
空
ひ
ば
り
、
江

利
チ
エ
ミ
、「
貧
乏
人
が
麦
を
食
え
」、

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
（
26
）、「
君

の
名
は
」（
27
）、皇
居
前
の
血
の
メ
ー

デ
ー
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
。

同
世
代
の
作
家
五
木
寛
之
氏
が
言

う「
厳
し
く
て
、ガ
サ
ツ
な
変
な
時
期
」

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
前
を
向
い
て

宴
た
け
な
わ
に
な
っ
た
。

司
会
者
の
指
名
で
各
々
が
ス
ピ
ー

チ
。
み
ん
な
ゆ
と
り
の
顔
、
至
福
の
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▼
初
の
昭
和
・
平
成
合
同
新
年
会

◎
平
成
19
年
1
月
13
日
（
土
）

◎
於
・
新
宿
居
酒
屋
「
い
さ
み
」

約
20
年
の
世
代
を
超
え
た
初
の
交

流
会
は
、
40
歳
代
の
昭
和
卒
の
半
数

以
上
が
出
席
し
、
平
成
卒
の
若
手
と

「
鉄
道
」
と
い
う
共
通
の
話
題
で
語
り

合
い
、
顧
問
の
小
林
先
生
の
出
席
も

あ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
両

世
代
と
も
、
伝
統
あ
る
海
城
卒
と
い

う
共
通
意
識
の
も
と
、
今
後
と
も
交

流
を
深
め
て
い
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

（
昭
和
57
年
卒　

伊
藤
洋　

記
）

▼
石
塚
先
生
、
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

◎
平
成
17
年
12
月
29
日
（
木
）

　

平
成
18
年
12
月
29
日
（
金
）

◎
於
・
池
袋
村
さ
来

２
０
０
５
年
12
月
29
日
15
時
。
石

塚
ク
ラ
ス
同
窓
生
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
に
、
一
通
の
メ
ー
ル
が
流
れ
た
。

「
実
は
こ
の
度
入
籍
し
ま
し
た
。
石

塚
」

　

平
成
７
年
卒

　

ク
ラ
ス
会

毎
年
、
会
報
「
海
原
」
を
通
じ

て
Ｏ
Ｂ
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
た

が
、
昨
年
参
加
の
連
絡
を
頂
き
、
例

年
以
上
に
大
規
模
な
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
お
互
い
初
対
面
で

話
が
合
う
か
心
配
し
た
が
、
鉄
道
と

い
う
趣
味
が
偉
大
な
の
か
、
全
く
杞

憂
に
終
わ
っ
た
。
来
年
２
０
０
８
年

は
鉄
道
研
究
会
創
部
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
記
念
行
事
等
は
目

下
検
討
中
。

連
絡
先

海
城
鉄
道
研
究
会
公
式
サ
イ

トhttp://w
w
w
.kaijyo.ed.jp/

seitokai/tekken/

（
平
成
15
年
卒　

間
多
洋
彰　

記
）

同
日
18
時
。
池
袋
村
さ
来
に
続
々

と
集
ま
る
同
窓
生
た
ち
。

先
生
は
欠
席
。

当
初
忘
年
会
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
た
宴
会
は
、
突
然
の
メ
ー
ル
に
よ

り
先
生
の
新
居
ア
ポ
な
し
突
入
作
戦

会
議
と
な
る
。

し
か
し
、
誰
も
先
生
の
引
越
先
を

知
ら
な
い
…

同
日
19
時
。
村
さ
来
に
Ｎ
井
が
登

場
。
状
況
を
知
っ
た
Ｎ
井
の
一
言
。

「
お
れ
、
母
ち
ゃ
ん
に
先
生
の
引

越
し
先
教
え
て
も
ら
っ
た
！
」
奇
跡

的
に
そ
の
と
き
の
メ
モ
が
鞄
に
入
っ

て
い
た
Ｎ
井
。

神
と
化
し
た
Ｎ
井
に
は
、
怒
涛
の

コ
ー
ル
が
押
し
寄
せ
る
。

同
日
20
時
。
一
次
会
終
了
。
一
次

会
を
終
え
た
同
窓
生
た
ち
は
、
皆
叫

ぶ
。「氷

川
台
！　

氷
川
台
！
」
興
奮

の
あ
ま
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
の

冷
た
い
視
線
は
全
く
気
に
な
ら
な
い

同
窓
生
た
ち
。

同
日
20
時
30
分
。「
氷
川
台
！
」
と

叫
び
な
が
ら
狂
喜
乱
舞
す
る
同
窓
生

た
ち
が
メ
ッ
カ
（
氷
川
台
）
に
到
着
。

し
か
し
こ
こ
で
、
問
題
が
発
覚
。

行
き
方
が
分
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
中
、
他
ク
ラ
ス
の
同
窓
生

（
氷
川
台
在
住
）
が
現
れ
る
。
住
所
・

 

鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

■
昭
和
62
年
卒　

３
組

◎
平
成
19
年
３
月
４
日
（
日
）

◎
出
席
者
・
９
名

毎
年
恒
例
の
ク
ラ
ス
会
。
参
加
者

も
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
今
回
は

長
期
の
中
国
勤
務
か
ら
戻
っ
た
谷
口

君
他
、
久
々
の
参
加
者
も
数
名
お
り

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
さ
て
、
昨

年
の
小
欄
に
も
書
い
た
が
今
年
は
卒

業
20
周
年
！　

ク
ラ
ス
を
越
え
て「
昭

和
62
年
卒
同
期
会
」
を
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
他
ク
ラ
ス
の

幹
事
役
の
方
々
も
、
是
非
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
国
井
信
男　

記
）

■
平
成
５
年
卒　

９
組

◎
平
成
19
年
３
月
３
日
（
土
）

◎
出
席
者
・
５
名

恒
例
の
同
期
会
で
あ
る
が
、
昨
年
・

一
昨
年
に
比
べ
常
連
組
の
都
合
が
悪

く
、や
や
寂
し
い
会
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、
参

加
者
以
外
の
者
も
含
め
た
近
況
に
つ

い
て
は
色
々
な
話
が
出
て
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
た
め
転
職
し
た
。
仕
事

を
や
め
て
大
学
に
戻
っ
た
。
海
外
で

研
究
生
活
を
し
て
い
る
等
々
…
。
皆
、

頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
下
川
原
優
一　

記
）

■
平
成
８
年
卒　

３
組

◎
平
成
19
年
２
月
25
日
（
日
）

小
林
組
クラス
会

だより

◎
出
席
者
・
７
名

我
が
ク
ラ
ス
の
面
々
も
30
代
目
前

で
あ
る
が
、
仕
事
も
忙
し
く
ま
た
地

方
や
海
外
勤
務
の
者
も
多
く
な
り
、

こ
こ
数
年
参
加
者
が
少
な
い
の
が
残

念
で
あ
る
。
今
年
か
ら
ロ
シ
ア
勤
務

に
な
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
大
学
で
研

究
を
続
け
て
い
る
者
も
い
る
。
ま
た
、

昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
ド
イ
ツ
ま
で
行
っ
て
し
っ
か
り
観

戦
（
一
試
合
だ
け
で
な
く
）
し
た
者

が
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
多
忙
か
と

思
う
が
最
近
御
無
沙
汰
の
人
は
、
来

年
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

（
西
松
宏
一
郎　

記
）

■
平
成
13
年
卒　

９
組

◎
平
成
19
年
３
月
17
日
（
土
）

◎
出
席
者
・
９
名

年
1
回
の
ク
ラ
ス
会
、
卒
業
し

て
6
年
経
つ
が
理
科
系
で
大
学
院
へ

行
く
者
が
多
い
中
、
現
役
合
格
・
留

年
無
し
で
の
院
進
学
組
が
や
っ
と
今

春
就
職
で
あ
る
。
当
然
浪
人
・
留
年

も
多
い
の
で
ま
だ
暫
く
学
生
の
方
が

多
い
よ
う
だ
が
、
徐
々
に
ク
ラ
ス
名

簿
の
勤
務
先
欄
が
埋
ま
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。
一
方
、
既
に
就
職
し
た
者

の
中
に
は
早
々
と
結
婚
し
た
者
も
い

る
！　

同
じ
ク
ラ
ス
で
も
人
生
色
々

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
が
、
来
年

も
宜
し
く
。

（
塚
田
和
明　

記
）

■
平
成
16
年
卒　

９
組

◎
平
成
19
年
３
月
21
日
（
水
）

◎
出
席
者
・
16
名

卒
業
し
て
3
年
目
、
現
役
組
は
学

部
4
年
生
で
す
が
、
参
加
者
に
は
苦

労
し
て
今
春
や
っ
と
大
学
生
に
な
っ

た
者
も
い
ま
す
。
大
学
で
の
学
年
は

と
も
か
く
、
海
城
の
小
林
組
の
仲
間

で
飲
む
時
は
、
皆
、
高
校
時
代
に
戻

り
ま
す
。
大
学
4
年
生
の
面
々
も
多

数
が
理
系
な
の
で
大
学
院
へ
進
む
予

定
の
者
が
多
く
、
当
分
ク
ラ
ス
会
は

学
生
気
分
で
し
ょ
う
が
、
来
年
は
社

会
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
浜
田
憲
一
郎　

記
）

▼
湘
南
地
区
在
住

　

海
原
会
会
員
の
楽
し
い
集
い

◎
平
成
18
年
11
月
25
日
（
土
）

◎
於
・
茅
ヶ
崎
駅
前
相
撲
茶
屋 

中
味
川

◎
出
席
者
・
12
名

第
21
回
湘
南
海
原
会
は
河
合
卓
爾

会
長
（
昭
和
18
年
卒
）
以
下
11
名
、

特
別
参
加
の
立
石
氏
（
昭
和
26
年
卒
）

を
加
え
12
名
の
会
員
が
参
集
し
ま
し

た
。
会
長
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
近
況
・

健
康
状
態
等
の
相
互
情
報
交
換
の
あ

と
、
河
合
会
長
の
海
兵
時
代
の
思
い

出
話
し
等
で
盛
り
上
り
、
有
志
の
隠

芸
の
披
露
も
あ
り
盛
況
の
う
ち
に
二

時
間
が
す
ぎ
ま
し
た
。
来
年
五
月
の

　

湘
南
海
原
会

会
長
（
昭
和
18
年
卒
）
以
下
12
名
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
湘
南
地
区

（
平
塚
市
内
）
に
居
を
構
え
ら
れ
た
小

澤
一
彦
（
昭
和
15
年
卒
）
大
先
輩
を

新
た
に
会
員
に
迎
え
、
湘
南
海
原
会

の
会
合
に
初
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
澤
一
彦
氏
は
自
己
紹
介
の

中
で
温
暖
な
湘
南
地
区
は
余
生
を
お

く
る
の
に
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
湘
南
に
移
っ
た
理
由
を
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
ご
自
身
の

〝
わ
だ
つ
み
の
こ
え
〞
編
集
等
の
話
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大
先
輩
の
初

参
加
で
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
約
2
時
間
が
す
ぎ

ま
し
た
。
互
の
健
康
を
祈
念
し
、
再

会
を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。
次
回
は

11
月
24
日
（
土
）
で
す
。

（
佐
藤
都
志
雄　

記
）

同
期
会
・

ク
ラ
ス
会
通
信
❷

定
例
会
の
開
催
を
確
認
し
合
い
互
の

健
勝
で
の
活
躍
を
祈
念
し
散
会
し
ま

し
た
。
平
凡
で
す
が
楽
し
い
仲
間
の

集
り
で
す
が
有
意
義
な
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
佐
藤
都
志
雄　

記
）

▼
大
先
輩
を
湘
南
に
迎
え
て

◎
平
成
19
年
５
月
26
日
（
土
）

◎
於
・
茅
ヶ
崎
駅
前
相
撲
茶
屋 

中
味
川

◎
出
席
者
・
13
名

第
22
回
湘
南
海
原
会
は
河
合
卓
爾

r8+
$;$k$H

!"!V
$*$C

$7$c!"26$K
$

D
$$$F

M
h$$!!

」

同
日
21
時
。
新
居
に
到
着
。
特
攻

隊
長
Ｓ
上
が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
へ
と
向

か
う
。

も
ち
ろ
ん
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
は

そ
の
場
か
ら
走
り
去
る
。

「
ピ
ン
ポ
ー
ン
」
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

か
ら
は
女
性
の
声
が
聞
こ
え
る
。

「
も
し
も
し
？
…
ど
な
た
で
す

か
？
…
も
し
も
し
？
…
ね
え
、
あ
な

た
、
外
に
変
な
人
が
い
る
…
」

Ｓ
上
の
特
攻
を
見
守
る
残
り
の
メ

ン
バ
ー
。
切
れ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
。

ヤ
バ
イ
雰
囲
気
。

自
分
が
1
人
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
慌
て
逃
げ
る
Ｓ
上
。

「
キ
ー
ッ
」１
０
１
号
室
の
扉
が
開
く
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
は
誰
も
い
な

い
。「お

い
！
…
い
る
ん
だ
ろ
??
…
わ

か
っ
て
る
ん
だ
よ
ぉ
…
な
ぁ
、、
…
い

な
い
の
か
？
…
お
ぃ
…
」
静
け
さ
に

響
き
渡
る
、
元
担
任
の
声
。

そ
の
声
に
は
何
故
か
幸
せ
が
感
じ

ら
れ
る
。

皆
、
何
故
か
笑
い
が
こ
み
上
げ
て

く
る
。
飛
び
出
る
一
同
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
先

生
！
」

「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
！
、

こ
っ
ち
は
寝
て
た
ん

だ
!!
」

同
日
22
時
。
氷
川
台

で
二
次
会
開
始
。
イ
ブ

入
籍
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、

今
後
の
人
生
計
画
な
ど

の
話
に
花
が
咲
く
。

同
日
23
時
。
氷
川
台

で
解
散
。

一
同
、
ま
た
の
再
会

を
誓
い
合
う
。

２
０
０
６
年
12
月
29

日
18
時
。
池
袋
村
さ
来

に
続
々
と
集
ま
る
同
窓

生
た
ち
。先
生
も
出
席
。

「
先
生
、
結
婚
一
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
先
生
に
は
ワ

イ
ン
が
贈
呈
さ
れ
、
一

同
は
久
々
の
再
会
を
喜

び
合
っ
た
。

（
横
堀
応
彦　

記
）
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海城学園卒業生で活躍されている方の情報を、海原会事務局までお寄せください

▼
二
八
会
の
会
話
か
ら

◎
平
成
19
年
６
月
９
日
（
土
）

◎
於
・
新
宿
車
屋
本
店

◎
出
席
者
・
45
名
（
内
女
性
5
名
）

二
八
会
1　

彼
と
は
海
城
在
学
中

に
三
光
町
の
周
辺
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し

　

昭
和
28
年
卒

　

海
原
二
八
会

▼
卒
業
後
５
０
年
記
念
同
期
会

◎
平
成
19
年
１
月
22
日
（
月
）

◎
於
・
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

◎
出
席
者
・
23
名

新
春
早
々
1
月
22
日
、
昭
和
32
年

海
城
高
校
卒
業
の
同
期
会
を
東
京
・

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
い

ま
し
た
。

例
年
の
同
期
会
は
、
同
窓
生
が
経

営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
50
年
と
い
う
半
世
紀
を
記
念

し
て
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会
場
と

し
、
23
名
の
初
老
の
紳
士
が
集
結
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
在
学
生
時
に
数
学
の
教

諭
で
山
岳
部
顧
問
で
も
あ
っ
た
大
貫

金
吾
先
生
（
写
真
矢
印
）
も
特
別
参

加
さ
れ
、
高
校
時
代
の
思
い
出
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

50
年
ぶ
り
に
会
っ
た
同
期
生
も
数

多
く
、
お
互
い
に
記
憶
を
た
ど
り
な

が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
、
こ
れ

か
ら
の
お
互
い
の
健
康
と
友
情
を
再

確
認
し
た
一
夜
で
し
た
。

（
清
水
洋
水　

記
）

　

昭
和
32
年
卒

　

同
期
会

▼
３
９
年
卒
同
期
会

　
「
三
九
会
」（Thank you

）
命
名 

今
年
の
1
月
13
日
に
同
期
の
5
名

が
卒
業
後
40
年
ぶ
り
に
再
会
し
て
新

年
会
を
開
き
、
懐
か
し
く
海
城
高
校

在
籍
時
代
の
事
を
語
り
合
う
同
期
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
海
原
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
期
会
開
催
に

つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
先
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
6

月
2
日
の
海
原
会
総
会
に
出
席
。

総
会
の
終
了
後
に
新
大
久
保
の
駅

前
で
同
期
会
を
開
催
し
、
そ
の
席
上

で
同
期
会
の
名
前
を
「
三
九
会
」
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

卒
業
し
て
か
ら
44
年
、
全
員
が
60

歳
を
過
ぎ
て
再
会
し
て
語
り
合
う
事

の
出
来
る
有
難
さ
や
懐
か
し
い
思
い

が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
い
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
「T

hank 
you!

」
と
い
う
感
謝
の
心
と
39
年
卒

同
期
が
集
ま
る
会
と
い
う
こ
と
で
命

名
し
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
卒

　

海
原
三
九
会

▼
初
参
加
！　

金
城
君
・
米
山
君

◎
平
成
18
年
11
月
11
日
（
土
）

◎
於
・
御
徒
町
居
酒
屋
「
土
風
炉
」

◎
出
席
者
・
10
名

こ
の
会
は
、
平
成
13
年
9
月
に
小

室
寿
典
君
の
13
回
忌
に
墓
参
し
た
の

を
機
に
発
足
し
、
関
尚
明
先
生
を
お

迎
え
し
て
今
回
で
6
回
目
の
開
催
へ

と
つ
な
が
っ
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
今
回
は
金
城

君
が
内
科
医
師
と
し
て
足
立
区
に
開

業
し
た
と
い
う
成
功
の
道
の
り
に
み

　

昭
和
47
年
海
城
中
学
入
学

　

同
期
会

▼
初
め
て
の
同
窓
会

◎
平
成
18
年
２
月
28
日
（
水
）

◎
於
・
新
宿
東
口
居
酒
屋
匠

◎
出
席
者
・
17
名

卒
業
後
初
め
て
の
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
卒
業
し
て
か
ら
約
4
年

　

平
成
15
年
卒

　

ク
ラ
ス
会

〈お詫び〉
本紙編集に際し、ご投稿頂いた原稿を整理したとこ

ろ2件紛失していたことが判明いたしました。昭和19
年卒の小田定朗さんからご投稿頂いた「同級会」と昭和
29年卒の佐藤都志雄さんから頂いた「湘南海原会」です。
貴重な原稿・写真を、私どもの不始末で紛失したことは
全く弁解の余地はありません。両氏並びに関係する方達
に心よりお詫び申し上げます。再度のご投稿をお願い
しましたところ、本欄掲載の通りご協力を頂きました。
ありがとうございました。
二度とこのようなことが起こらないよう、編集委員

並びに学園幹事一同、心して編集、発行業務に努めて
いきますので、従来通りのご支援、ご協力をお願いい
たします。　　　　　　　　　　（編集委員長 小川 晴望）

　

昭
和
33
年
卒

　

海
原
三
三
会

▼
皆
、
来
年
も
元
気
で

◎
平
成
18
年
11
月
11
日
（
土
）

◎
於
・
新
宿
パ
レ
ッ
ト
ビ
ル
「
わ
ら
び
や
」

◎
出
席
者
・
21
名

晩
秋
の
趣
き
漂
う
新
宿
、
恒
例
の

同
期
会
・

ク
ラ
ス
会
通
信
❸

た
こ
と
が
あ
り
、
絵
は
共
通
の
話
題

だ
。
二
人
と
も
仕
事
か
ら
離
れ
た
の

を
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
に
行
き
原
宿
で
ミ
ニ
二
人
展
を
開

い
た
。
小
松
・
親
松
の
両
君
が
見
に

き
て
二
八
会
の
誘
い
を
受
け
、
久
方

振
り
の
出
席
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て

く
れ
た
。

二
八
会
2　

65
才
を
過
ぎ
て
か
ら

標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
へ
出

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ

て
い
た
の
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
と
８
０
０
０
メ
ー
ト
ル
峰
を
見

に
誘
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
心
臓
の
大

手
術
を
受
け
、
あ
の
山
旅
は
良
い
思

い
出
だ
と
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
。

二
八
会
3　

ゼ
ツ
リ
ン
ク
ン
の
話

は
面
白
い
。
鍛
え
方
や
処
方
の
話
な

三
三
会
、
お
鍋
を
囲
む
こ
と
と
し
た
。

居
酒
屋
旧
名
称
「
西
口
会
館
」
と

か
小
便
横
丁
と
言
っ
た
方
が
分
か
り

易
い
か
も
知
れ
な
い
。い
つ
も
の
面
々

に
久
し
振
り
の
人
、
春
の
紫
綬
褒
章

受
章
の
青
葉
益
輝
君
。
病
を
克
服
し

た
溝
淵
脩
雄
君
な
ど
、
賑
や
か
に
時

間
の
経
つ
の
も
一
向
に
気
に
か
け
ず

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

一
次
会
が
終
わ
っ
て
み
て
も
宵
の

口
、飲
み
足
り
な
い
人
、歌
い
た
い
人
、

思
い
出
多
い
若
者
の
街
へ
繰
り
出
し

た
よ
う
だ
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
咲
く
人
は
手
帳
に
シ
ッ
カ
リ（
酔
っ

て
い
る
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
）
約
束

日
を
書
い
て
い
た
。

皆
、
来
年
も
元
気
な
笑
顔
で
会
え

る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

（
前
田
昌
則　

記
）

ど
数
値
を
交
え
て
指
南
を
受
け
た
。

親
指
と
人
差
し
指
で
輪
を
作
り
、
も

の
を
ゆ
う
の
は
こ
れ
だ
よ
と
一
点
集

中
で
生
涯
現
役
を
貫
く
と
い
う
言
葉

に
美
学
す
ら
感
じ
た
。

文
中
の
彼
の
名
前
は
、
金
子
、
小

糸
、
福
田
、
順
不
同
。

二
八
会
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
長
寿

を
祈
り
再
会
を
約
し
て
閉
会
。

（
福
島
康
衛　

記
）

な
、
お
お
い
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

米
山
君
に
お
い
て
は
専
門
学
校
の
講

師
を
経
て
、
海
外
で
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
店
の
事
業
展
開
な
ど
、
我
々
一

般
会
社
員
に
は
経
験
で
き
な
い
経
営

戦
略
の
苦
労
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
例
年
に
な
く
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た
開
催
地
の
御
徒
町
地
元
の
小

高
君
も
や
っ
と
終
了
間
際
に
滑
り
込

み
で
間
に
合
い
、
最
後
の
乾
杯
で
再

度
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
こ
と
は

と
て
も
喜
ば
し
い
。

（
出
席
者
写
真
右
か
ら
・
小
高
、
立

柳
、
飯
田
、
関
先
生
、
添
田
、
狐
塚
、

中
沢
、
米
山
、
金
城
、
岩
城
）

来
年
も
同
時
期
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
昭
和
47
年
中
学
入
学

の
方
は
下
記
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
岩
城
次
夫　

記
）

t-iw
aki@

cablenet.ne.jp
t-iw

aki935@
docom

o.ne.jp
090

（2209

）9011

間
、
幹
事
が
動
か
な
か
っ
た
せ
い
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
は
そ
の
重
い
腰
を
上
げ
て
無
事

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
06
年
10
月
の
内
定

式
後
の
飲
み
会
会
場
で
他
社
内
定
の

同
窓
生
に
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
彼

は
勤
務
地
が
遠
方
に
な
る
可
能
性
が

高
く
、
今
や
ら
な
い
と
し
ば
ら
く
参

加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う

い
っ
た
話
に
尻
を
た
た
か
れ
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

連
絡
先
の
再
調
達
や
日
程
の
調
整

に
時
間
が
か
か
っ
た
関
係
も
あ
り
、

参
加
人
数
は
ク
ラ
ス
の
半
分
以
下
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、当
日
は
担
任
だ
っ

た
小
野
木
先
生
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
の
と
、
も
と
も
と
仲
の
良
い

ク
ラ
ス
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常

に
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、

そ
の
ま
ま
次
の
居
酒
屋
へ
と
場
所
を

移
し
二
次
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
や
同
窓
生
か
ら
も
好
評
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
二
回
目
も
ま
た
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
は

参
加
者
が
今
回
よ
り
も
多
く
な
る
よ

う
声
を
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
佐
々
木
康
行　

記
）

集
ま
る
と
必
ず
出
る
の
が
担
任
の

先
生
の
話
や
運
動
会
で
の
苦
し
か
っ

た
マ
ラ
ソ
ン
の
話
、
懐
か
し
い
修
学

旅
行
の
北
海
道
や
十
和
田
湖
で
の
話

で
し
た
。

そ
の
後
の
親
友
や
ク
ラ
ス
の
友

達
の
消
息
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
で
す
が
、
各
自
が
卒
業
後
の
知

ら
れ
ざ
る
長
い
人
生
経
験
の
話
は
大

変
重
み
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
話
が
沢

山
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
文
集
が
出

来
た
な
ら
ば
大
変
貴
重
な
も
の
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

次
の
同
期
会
で
は
も
っ
と
す
ば
ら

し
い
事
が
聞
け
る
と
思
う
と
わ
く
わ

く
す
る
思
い
で
す
。 

高
校
ま
で
が
青
春
時
代
、
そ
の
後

が
第
二
の
人
生
と
し
て
就
職
、
結
婚
、

そ
し
て
家
族
の
た
め
に
と
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

60
歳
を
超
え
た
こ
れ
か
ら
の
私
達

の
人
生
は
第
三
の
人
生
へ
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
に
再

び
会
え
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

39
年
卒
の
「
三
九
会
」
の
皆
さ
ん

が
1
人
で
も
多
く
集
ま
っ
て
、
お
互

い
の
す
ば
ら
し
い
第
三
の
人
生
に
参

加
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
川
瀬
幸
一　

記
）
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私
が
海
城
学
園
に
御
世
話
に
な
っ

た
の
は
、
昭
和
39
年
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
65
年
の
人
生
の
、
実
に

３
分
の
２
に
あ
た
る
43
年
の
歳
月
を

こ
の
学
園
と
と
も
に
生
き
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
感
慨
が
無
量
な
も
の
と

し
て
湧
い
て
く
る
。
そ
れ
は
た
だ
職

業
と
し
て
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、

私
の
人
生
を
形
成
し
て
く
れ
た
と
こ

ろ
で
も
あ
る
と
い
う
感
慨
で
あ
る
。

深
く
感
謝
し
て
い
る
。
私
が
関
わ
っ

た
多
く
の
卒
業
生
諸
氏
の
社
会
で
の

ご
活
躍
を
思
う
と
き
、
そ
の
一
端
を

担
い
得
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思

い
だ
け
が
、
私
の
余
生
の
密
か
な
自

負
と
な
り
そ
う
な
予
感
が
す
る
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
海
城
学
園
で

な
に
を
や
っ
た
の
か
、
何
を
や
ら
な

か
っ
た
の
か
。そ
の
こ
と
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
今
い
う
そ
の
自
負
心
は

見
事
に
消
し
飛
ん
で
し
ま
う
。
あ
れ

も
こ
れ
も
…
、
あ
あ
す
れ
ば
よ
か
っ

た
、
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
、
過

ぎ
去
っ
た
日
々
を
悔
や
む
の
で
あ

る
。
思
い
通
り
に
や
っ
て
き
た
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
自
分
に
、
こ
う
し

た
思
い
が
沈
着
し
て
い
る
こ
と
を
驚

く
。
こ
の
感
覚
は
遙
か
以
前
、
私
が

若
か
り
し
頃
に
も
抱
い
た
感
情
に
似

て
い
る
。
退
職
後
、
こ
れ
ま
で
の
資

料
の
整
理
を
し
て
い
て
発
見
し
た
、

昭
和
43
年
の
「
海
原
会
報
」
に
書
か

せ
て
も
ら
っ
た
時
の
気
持
ち
に
そ
っ

く
り
だ
。
こ
の
思
い
が
未
だ
に
自
分

を
動
か
し
て
い
る
こ
と
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
そ
の
文
章
の
冒
頭
の
一
部
を

引
用
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き

た
い
。

私
は
毎
年
夏
に
車
を
駆
っ
て
、
芭

蕉
を
中
心
と
し
て
、
古
典
の
故
地
を

訪
ね
歩
く
の
は
、
も
う
４
年
の
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
の

は
、
そ
の
４
年
前
の
春
に
芭
蕉
の
俳

句
を
初
め
て
や
り
、
大
学
で
の
不
勉

強
も
崇
っ
て
、
不
満
足
な
講
義
に

終
っ
て
し
ま
っ
た
事
で
あ
る
。
教
壇

に
立
っ
て
俳
句
を
口
に
す
る
時
、
妙

に
白
々
し
い
気
分
に
な
っ
て
仕
方
が

な
い
。
放
課
後
遅
く
ま
で
机
に
か
じ

り
付
い
て
、
芭
蕉
の
何
た
る
か
を
、

俳
句
の
何
た
る
か
を
考
え
調
べ
て
み

て
も
、
心
に
密
着
す
る
も
の
が
な
い
。

大
体
、
俳
句
の
「
心
」
が
解
ら
な
い

の
だ
。
私
は
焦
っ
た
。
明
日
、
ま
た

生
徒
た
ち
は
教
室
で
、
俳
句
の
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
か
ら
で
も
聞
く
よ
う
な
眼

付
き
で
私
を
見
詰
め
る
の
だ
。
若
い

教
員
に
対
す
る
生
徒
の
評
価
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
。「
学
識
は
不
足
で
も
、

奴
は
若
さ
で
勝
負
す
る
。
ま
ぁ
い
い

で
は
な
い
か
。
…
」
で
あ
る
。
中
に

頭
抜
け
て
優
秀
な
生
徒
が
い
る
も
の

だ
が
、
そ
の
私
を
見
る
眼
は
実
に
忌

わ
し
い
。「
お
前
は
解
っ
て
も
い
な

い
も
の
を
、
そ
れ
ら
し
く
講
義
す
る
。

恥
ず
か
し
い
。」
と
で
も
言
い
た
げ
な

顔
で
、
ニ
ヒ
ル
な
態
度
に
始
終
す
る
。

教
員
に
な
り
た
て
の
私
に
は
そ
う
見

え
、
そ
う
感
じ
ら
れ
て
し
よ
う
が
な

か
っ
た
。
こ
の
顔
が
、
態
度
が
恐
ろ

し
く
す
ら
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
指
摘
は
私

に
関
し
て
ま
さ
に
当
っ
て
い
た
か
ら

だ
。
教
室
で
、
書
物
か
ら
得
た
他
人

の
業
績
を
浅
薄
な
突
込
み
の
ま
ま
、

そ
の
記
憶
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
自
分

の
独
断
を
つ
け
加
え
て
い
な
け
れ
ば

「
様
」
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
ん

な
立
場
に
何
度
も
立
つ
。
教
員
は
そ

れ
で
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
い

直
し
た
り
し
て
み
た
が
、
そ
れ
は
何

の
役
に
も
立
た
な
い
。
教
壇
に
立
つ

と
ま
た
そ
の
恐
怖
・
不
安
が
脳
裡
を

去
来
す
る
。
そ
の
都
度
、
私
の
胸
に

い
つ
も
激
し
く
う
ず
く
の
は
、
実
証

的
に
裏
付
け
ら
れ
た
学
説
を
喋
り
た

い
、
何
か
、
自
分
の
実
感
と
し
て
つ

か
め
る
も
の
を
講
義
し
た
い
と
い
う

思
い
で
あ
っ
た
。

そ
う
こ
う
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
私
は
、
芭
焦
の
紀
行
文
の

一
行
を
見
詰
め
、
一
句
を
呟
き
な
が

ら
考
え
始
め
て
い
た
。
芭
蕉
は
一
体
、

そ
の
書
い
た
記
事
に
ど
ん
な
想
い
を

付
加
し
て
、
我
々
に
語
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
句
で
ど
ん
な
「
心

の
ゆ
ら
め
き
」
を
詠
も
う
と
し
て
い

る
の
か
は
、
唯
、
読
ん
で
い
て
も
駄

目
だ
し
、
他
の
ど
ん
な
学
説
の
存
在

を
知
っ
て
い
て
も
あ
ま
り
意
味
を
持

た
な
い
。
そ
の
場
面
に
直
接
自
分
を

置
い
て
考
え
、
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
解
る
の
で
は
な
い
か
。
気
障

な
よ
う
だ
が
、
西
行
を
慕
っ
た
芭
蕉

が
旅
立
っ
た
よ
う
に
、
芭
蕉
の
歩
ん

だ
そ
の
地
の
ぬ
く
も
り
を
慕
っ
て
そ

こ
に
立
ち
た
い
、俳
句
の
素
材
と
な
っ

た
風
土
を
歩
き
「
実
感
」
を
持
ち
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

退
職
の
挨
拶
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20
年
ぶ
り
に
、
ク
ラ
ス
の
皆
、
集

ま
っ
て
く
れ
た
ね
。
35
歳
の
壮
年
に

な
っ
て
な
！　

皆
の
近
況
報
告
交
換

は
、
よ
か
っ
た
。
皆
、
厳
し
い
社
会

で
頑
張
っ
て
い
る
ね
。
旧
友
交
歓
で

５
時
間
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
た

ね
。
皆
と
の
集
合
写
真
は
、
孫
た
ち

の
写
真
と
同
様
、
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
て
あ
る
。
20
年
後
（
以
内
）

の
再
会
を
切
望
し
つ
つ
、
生
き
て
生

き
た
い
。
私
も
、
妻
が
あ
と
２
年
で

定
年
、
長
女
、
次
女
の
幸
せ
な
結
婚
、

孫
娘
、
孫
息
子
の
成
長
、
私
自
身
は

何
か
書
い
た
り
、
図
書
館
で
読
書
し

た
り
、
海
外
旅
行
を
し
た
い
と
い
う

こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。
そ
の
夜
、
帰

宅
後
、
激
し
く
う
れ
し
涙
が
込
み
上

げ
て
来
た
。

次
は
わ
れ
ら
が
野
球
部
の
同
志
た

ち
と
、
そ
の
友
た
ち
の
、
燃
え
き
っ

た
祝
賀
会
に
は
、
や
は
り
、
心
の
中

で
あ
り
が
た
く
て
泣
き
続
け
て
い

た
。
全
員
が
書
い
て
く
れ
た
色
紙
に

は
、
誰
も
が
﹇
定
年
退
職
、
お
疲
れ

さ
ま
、
お
め
で
と
う
﹈
と
い
う
思
い

を
こ
め
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

人
生
は
、
新
た
に
、
幸
せ
に
、
展
開

し
て
い
く
の
だ
っ
た
の
か
。

定
年
も
楽
し
い
の
だ
か
ら
、
生
き

て
行
く
こ
と
は
、
む
ろ
ん
辛
い
こ
と

が
あ
ろ
う
と
も
、
楽
し
い
こ
と
な
の

だ
と
切
実
に
感
じ
た
。
全
員
の
名
刺

を
も
ら
い
、
や
は
り
、
海
城
生
た
ち

は
、﹇
す
げ
え
な
あ
。﹈
と
思
っ
た
。

海原会 検索 クリックする

国
語
科
教
諭
新
田
弘
次

定
例
祝
賀
会
、
あ
り
が
と
う
！

英
語
科
教
諭
山
下
秀
夫

る
。私

は
こ
の
度
、
や
っ
と
定
年
退
職

を
迎
え
た
。
も
う
教
壇
に
立
つ
こ
と

も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
思
い

は
ま
だ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。「
不
足

の
思
い
」
が
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ

の
時
以
来
、『
奥
の
細
道
』
へ
の
旅
は

続
い
て
い
る
。
今
は
な
つ
か
し
い
カ

ブ
ト
虫
型
ス
バ
ル
３
６
０
ｃ
ｃ
、
39

年
型
を
駆
っ
て
の
貧
乏
旅
は
、
形
を

変
え
、
目
的
を
変
え
し
な
が
ら
続
い

て
き
た
。
芭
蕉
の
た
ど
っ
た
い
ろ
い

ろ
な
旅
を
旅
し
な
が
ら
、『
万
葉
集
』

『
源
氏
物
語
』、『
平
家
物
語
』
…
と

絡
め
な
が
ら
、
実
に
多
く
の
旅
を
し

た
。
す
べ
て
は
不
安
感
を
押
し
殺
す

た
め
の
「
実
感
主
義
」
に
則
っ
た
教

材
研
究
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
思
い
通
り
に
い

か
な
か
っ
た
。『
曽
良
随
行
日
記
』
を

元
に
、
出
来
る
限
り
忠
実
に
『
奥
の

細
道
』
を
巡
り
、
本
文
に
は
出
て
こ

な
い
土
地
や
歌
枕
を
も
訪
ね
る
つ
も

り
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
巡
ら
ね
ば

な
ら
な
い
個
所
の
実
に
多
い
こ
と
、

芭
蕉
の
通
っ
た
で
あ
ろ
う
旧
道
は
す

で
に
廃
道
と
な
っ
て
い
て
訪
ね
よ
う

も
な
い
こ
と
な
ど
、
予
想
外
の
障
害

に
出
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ど
ん
な

に
綿
密
に
調
べ
て
置
い
た
つ
も
り
で

も
、日
没
で
見
過
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
り
、
後
か
ら
読
む
資
料
で
さ
ら
に

見
る
べ
き
故
地
が
あ
る
こ
と
知
る
場

合
な
ど
…
。
こ
の
時
、
ま
た
私
は
次

の
機
会
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
今
で
は
、
そ
の
後
悔
を
補
う
べ

く
、何
度
も
『
奥
の
細
道
』
を
走
っ
て
、

と
う
と
う
全
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
て

き
た
。

芭
蕉
が
一
句
を
生
み
出
す
そ
の
必

然
性
を
考
え
、
コ
ー
ス
を
行
き
つ
戻

り
つ
し
て
、
二
晩
も
三
晩
も
こ
の
句

に
か
け
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
も
の
、
そ
れ
こ
そ
ど
ん
な
参
考
文

献
よ
り
も
重
み
を
持
っ
て
私
に
迫
っ

て
き
た
。
弥
彦
神
社
で
野
宿
し
な
が

ら
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
天
の
川
を
眺

め
見
た
と
き
、
芭
蕉
の
宇
宙
観
が
突

然
、
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
え
た
も

の
だ
。
学
期
が
始
ま
っ
て
、
こ
の
生

な
「
実
感
」
を
視
聴
覚
を
使
っ
て
生

徒
に
ぶ
つ
け
る
時
、
私
は
精
神
が
蘇

え
る
思
い
が
し
た
。
こ
の
旅
で
掴
ん

だ
「
実
感
」
を
背
景
に
詩
を
語
る
時
、

古
典
を
語
る
時
、
以
前
の
私
で
は
な

か
っ
た
。
時
に
「
独
断
」
を
語
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
生
徒
は
ど
の
説

よ
り
も
耳
を
傾
け
反
応
を
見
せ
て
く

る
。
こ
の
時
や
っ
と
、
私
は
教
員
に

成
り
切
っ
て
い
る
自
分
を
発
見
で
き

た
の
だ
っ
た
。

社
会
で
の
活
躍
ぶ
り
!　

拡
大
し
て

想
像
す
れ
ば
、
1
万
人
以
上
の
教
え

子
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
俺
﹇
バ
チ
コ
ン
﹈

も
、頑
張
り
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ

た
。祝

賀
会
で
、
会
え
な
か
っ
た
、
す

べ
て
の
﹇
海
原
﹈
の
Ｏ
Ｂ
諸
君
。﹇
バ

チ
コ
ン
﹈
は
新
宿
区
図
書
館
（
馬
場

に
あ
る
）
に
通
っ
て
い
る
か
ら
、
お

喋
り
に
来
て
お
く
れ
。
海
城
に
携
帯

の
連
絡
先
も
伝
え
て
あ
る
か
ら
、
必

ず
前
も
っ
て
、
電
話
し
て
か
ら
（
行

き
違
わ
な
い
た
め
に
な
！
）
来
て
く

れ
。
皆
と
会
う
の
が
巨
大
な
楽
し
み

だ
。
そ
れ
で
は
、See you (again), 

forever! 

い
つ
も
い
つ
も
、
俺
、﹇
バ

チ
コ
ン
﹈
に
寄
っ
て
来
て
、
話
し
か

け
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
!

私
は
い
つ
も
「
実
感
」
を
重
ん
じ

た
い
。
こ
の
信
条
を
大
切
に
す
る
時
、

人
間
と
し
て
何
か
を
掴
め
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
退
職
し
た
今
も
、
そ
の

気
持
ち
に
忠
実
に
物
事
を
捉
え
て
い

く
生
き
方
を
改
め
る
つ
も
り
は
な

い
。
芭
蕉
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
実
証
さ
れ
た
真
実
を
欲
求
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。

以
後
、
何
年
生
き
ら
れ
る
か
知
ら

な
い
が
、
い
つ
も
観
念
で
は
な
い
、

生
な
感
覚
の
中
で
過
ご
せ
た
ら
嬉
し

い
。
芭
蕉
が
『
笈
の
小
文
』
に
い
う

「
造
化
に
随
い
、
造
化
に
還
る
」
と
い

う
こ
と
、
荘
子
が
い
う
「
無
為
自
然
」

と
い
う
こ
と
の
真
意
を
探
る
べ
く
、

写
真
で
あ
れ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ

れ
、
身
体
が
動
く
う
ち
は
、
思
う
存

分
「
自
然
」
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
幾
つ
に
な
っ
て
も

ま
た
尽
き
せ
ぬ
疑
問
や
不
安
を
感
じ
、

そ
の
こ
と
に
苛
ま
さ
れ
る
に
違
い
な

い
。
そ
う
な
っ
た
時
、
私
は
た
び
た

び
旅
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
私
は
退
職
記
念
と
し

て
、
５
月
16
日
、
芭
蕉
が
旅
立
っ
た

そ
の
日
に
、何
度
目
か
の『
奥
の
細
道
』

の
旅
に
出
発
す
る
。「
老
年
、
老
い
や

す
く
学
成
り
が
た
し
」
残
さ
れ
た
時

間
は
少
な
い
…
。

ホームページは少しずつ、見
やすく、その都度リフォーム
をしております。同窓会のこ
と、友人のことなど情報を待っ
ています。交流の場にご活用
ください。　　　　（広報委員会）

＊
山
下
秀
夫
先
生
は
、
７
月
３

日
の
早
朝
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。　
　
　
　
（
海
原
会
）
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▼
今
回
は
会
報
本
来
の
使
命
で
あ
る

同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
に
関
す
る
投
稿

が
多
く
あ
り
大
変
喜
ば
し
く
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
申
し
訳
な

い
こ
と
に
一
部
投
稿
文
に
つ
い
て
文

章
を
整
理
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
悪
し
か
ら
ず
ご
諒
承
く
だ

さ
い
。

（
小
川
晴
望
）

会報「海原」についてみなさんの忌憚のないご意見を、事務局までお聞かせください

◆
来
室
す
る
生
徒
は
ケ
ガ
が
多
い

海
城
の
保
健
室
は
５
〜
６
年
前
か

ら
２
人
制
と
な
り
、
専
任
１
名
と
非

常
勤
２
名
が
曜
日
交
代
（
月
・
水
・

金
の
3
日
間
と
火
・
木
・
金
・
土
の

4
日
間
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

来
室
数
は
、
１
日
記
録
に
残
る
人

数
で
い
う
と
20
名
弱
で
す
が
、
身
長

や
体
脂
肪
を
測
っ
た
り
、た
だ
お
し
ゃ

べ
り
に
き
た
り
す
る
生
徒
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

ベ
ッ
ド
は
3
台
で
生
徒
数
に
比
べ

て
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
3

台
と
も
使
用
す
る
こ
と
は
年
に
何
回

も
あ
り
ま
せ
ん
。「
ど
う
し
た
ら
ベ
ッ

ド
で
寝
ら
れ
る
の
?
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
が
、
頭
痛
や
気
分
不
快
を
訴

え
た
場
合
な
ど
1
時
間
を
限
度
に
使

用
し
て
い
ま
す
。「
レ
ポ
ー
ト
で
徹

夜
し
た
の
で
眠
い
」
と
か
「
塾
の
前

に
休
ま
せ
て
」
と
い
う
も
の
は
認

め
て
い
ま
せ
ん
。
卒
業
生
か
ら
後
日

「
よ
く
嘘
つ
い
て
寝
か
せ
て
も
ら
っ

た
」
な
ど
と
聞
か
さ
れ
た
り
す
る
と
、

「
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
騙
さ
れ
た
ふ
り

を
し
て
い
た
」
と
答
え
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
本
当
は
わ
か
ら
な
い
時

も
あ
り
ま
す
が
…
。

他
に
は
男
子
校
な
の
で
捻
挫
や
突

き
指
、
打
撲
な
ど
の
ケ
ガ
で
の
来
室

が
多
い
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
↓
突
き

指
（
時
に
は
骨
折
）、
サ
ッ
カ
ー
↓
捻

挫
、
ハ
ー
ド
ル
↓
擦
り
傷
…
と
い
う

よ
う
に
ケ
ガ
が
増
え
る
の
で
、
今
○

年
生
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
る
、

今
度
は
サ
ッ
カ
ー
に
な
っ
た
の
だ
、

と
ケ
ガ
を
み
る
と
わ
か
り
ま
す
。

高
校
3
年
に
な
る
と
体
育
で
日

頃
の
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
た
め
、
が
む
し
ゃ
ら
に
体
を
動

か
し
、
ケ
ガ
を
す
る
人
が
グ
ン
と
増

え
ま
す
。
2
学
期
も
後
半
に
な
る
と

受
験
に
影
響
が
で
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
毎
年
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま

す
。
体
を
動
か
す
こ
と
は
良
い
こ
と

で
す
が
、
自
分
の
力
量
を
考
え
て
行

動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
時
折
ど
う
や
っ
た
ら
こ
ん

な
ケ
ガ
を
す
る
の
?　

と
い
う
生
徒

も
い
ま
す
。
中
学
受
験
の
影
響
で
運

動
不
足
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た

は
運
動
の
苦
手
な
生
徒
が
多
い
の
か

…
中
学
、
高
校
の
時
期
は
休
み
時
間

の
ボ
ー
ル
遊
び
だ
け
で
な
く
、
し
っ

か
り
体
を
動
か
し
て
体
を
作
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
海
城
生
気
質
？

保
健
室
は
、
学
校
に
居
場
所
の
な

い
生
徒
の
逃
げ
場
で
あ
り
憩
い
の
場

で
あ
る
と
思
わ
れ
て
お
り
、
海
城
の

保
健
室
も
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近

は
、
昼
休
み
に
な
る
と
学
年
や
ク
ラ

ス
を
超
え
た
趣
味
の
仲
間
の
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
た
り
、
帰
り
の
待
ち

合
わ
せ
の
場
に
な
っ
て
い
た
り
と
保

健
室
の
使
い
方
も
様
々
で
す
。
そ
れ

で
も
、
具
合
の
悪
い
生
徒
や
ケ
ガ
を

し
た
生
徒
が
来
た
時
は
静
か
に
出
て

行
く
か
、
私
た
ち
の
手
伝
い
を
し
て

く
れ
た
り
と
、
保
健
室
と
い
う
場
を

ち
ゃ
ん
と
理
解
出
来
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。（
た
ま
に
羽
目
を
外
し
過

ぎ
て
追
い
出
さ
れ
る
生
徒
も
い
ま
す

が
…
）

海
城
生
を
み
て
い
る
と
、
と
て
も

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。
病
院
に
付
き
添
っ
て
行
っ
た

時
な
ど
、
待
ち
時
間
に
学
校
や
部
活
、

家
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

ま
す
が
、
皆
き
ち
ん
と
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
間
は
、
ケ

ガ
を
し
た
生
徒
に
と
っ
て
は
可
哀
相

で
す
が
、
生
徒
と
じ
っ
く
り
話
が
で

き
る
と
い
う
点
で
は
貴
重
な
時
間
で

あ
り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
で
何
で
も
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
人
ま

か
せ
な
と
こ
ろ
も
多
い
様
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
約
束
よ
り
自
分
の
し
た

い
こ
と
を
優
先
さ
せ
た
り
、
話
を
聞

か
ず
に
行
動
し
て
失
敗
し
た
り
と
い

う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

理
解
力
が
高
く
基
本
的
に
は
ま
じ

め
な
生
徒
ば
か
り
な
の
で
、
も
う
少

し
考
え
て
か
ら
行
動
し
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
お
互
い
嫌
な
思
い
を
し
な
い

で
す
む
の
で
す
か
ら
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
言
っ
た
言
葉

も
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
心
に
残
る

よ
う
で
、「
あ
の
時
こ
ん
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
」
と
聞
か
さ
れ
た
時
、
あ
ま

り
の
記
憶
の
鮮
明
さ
に
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。
褒
め
ら
れ
た
こ
と
、
叱
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
印
象
に

残
る
も
の
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

保
健
室
の
紹
介　
　
養
護
教
諭　

稲
垣
晶
子

褒
め
る
時
も
叱
る
時
も
十
分
に
気
を

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

◆
保
健
室
も
教
育
の
場

保
健
室
は
生
徒
を
甘
や
か
し
て
い

る
、
と
他
の
先
生
か
ら
は
見
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
甘
く
も
あ
り
厳
し
く
も
あ

り
ま
す
。
保
健
室
も
教
育
の
場
で
あ

る
の
で
、
し
っ
か
り
指
導
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
厳
し
く
し
て

い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
良
い
関
係
が
作
れ
る
と
は

思
え
ず
に
考
え
直
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
保
健
室
内
で
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
甘
え
上
手

な
生
徒
も
い
る
た
め
、
基
準
が
甘
く

な
っ
て
し
ま
い
、
反
省
の
毎
日
で
す
。

私
た
ち
と
し
て
は
、甘
え
上
手
に
な
っ

て
う
ま
く
保
健
室
を
利
用
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
く
明
る
い
保
健
室

校
門
正
面
の
校
舎
１
階
左
奥
に

保
健
室
は
あ
る
。
女
性
が
管
理
す
る

清
潔
な
部
屋
は
、
男
子
校
生
の
オ
ア

シ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
片
山
忠
美
）

江口万理先生（非常勤・看護師）〈左〉、稲垣晶子先生（専任・養護教諭）
〈中央〉、松下香菜先生（非常勤・養護教諭）〈右〉

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
皆
様
に
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
以
下
ア
メ

フ
ト
）
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
兼

ね
て
海
城
ア
メ
フ
ト
部
の
紹
介
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
フ
ト
を
漢
字
で
ど
う
書
く
の

か
知
っ
て
ま
す
か
?　

正
解
は
「
鎧

球
」
で
す
。
な
ぜ
こ
う
書
く
の
か
と

い
う
と
、字
の
通
り
鎧
を
身
に
ま
と
っ

関
東
大
会
を
目
指
し
て

日
々
邁
進
！

ア
メ
フ
ト
部

て
プ
レ
ー
を
す
る
た
め
で
す
。
ア
メ

フ
ト
で
は
プ
レ
ー
を
す
る
際
に
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
パ
ッ
ド
、

そ
の
他
様
々
な
パ
ッ
ド
類
を
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
命
を
守
る
た
め
で

あ
っ
て
、
パ
ッ
ド
の
装
着
を
お
こ
た

る
と
死
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
パ
ッ
ド
類
の
鎧
を
身
に
ま
と
っ

て
プ
レ
ー
を
す
る
の
で
す
。

ア
メ
フ
ト
は
、
基
本
的
に
は
ラ
グ

ビ
ー
と
同
じ
陣
取
り
合
戦
で
す
。
し

か
し
、
ラ
グ
ビ
ー
と
は
大
幅
に
異
な

り
ま
す
。
オ
フ
ェ
ン
ス
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
各
11
名
で
プ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

オ
フ
ェ
ン
ス
は
ラ
ン
プ
レ
ー
、
パ
ス

プ
レ
ー
の
両
方
を
駆
使
し
て
、
相
手

陣
の
一
番
奥
の
エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
を
目

指
し
ま
す
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
、
そ

の
オ
フ
ェ
ン
ス
を
破
壊
し
て
陣
地
を

守
る
の
が
仕
事
で
す
。

前
述
の
と
お
り
、
ア
メ
フ
ト
は

ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ
の

た
め
私
達
海
城
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
は
、
グ

ラ
ン
ド
練
習
が
週
6
時
間
と
い
う
他

校
と
く
ら
べ
る
と
厳
し
い
条
件
下
で

も
、
筋
ト
レ
、
基
礎
ト
レ
を
し
っ
か

り
こ
な
し
て
、
他
校
に
ま
け
ま
い
と

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
都
の

ベ
ス
ト
8
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

関
東
大
会
を
目
指
し
て
40
名
の
部
員

と
共
に
日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

今
日
を
期
に
、
皆
様
が
ア
メ
フ
ト

に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
ア
メ
フ
ト
を
や
っ
て
み
た
い
、

見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、

海
城
ア
メ
フ
ト
部
に
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
医
科
大
か
ら
東
大
へ

高
校
を
卒
業
し
た
赤
羽
さ
ん
は
、

医
科
大
学
で
一
年
過
ご
さ
れ
た
後
、

東
大
工
学
部
（
理
II
）
に
進
学
さ
れ

た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
学
生
時
代

は
さ
ぞ
か
し
勉
強
が
で
き
た
か
と
思

え
ば
「
中
間
・
期
末
の
試
験
は
結
構
、

サ
ボ
っ
て
い
た
」
と
の
こ
と
。
医
学

部
進
学
も
「
医
者
に
な
る
こ
と
を
祖

母
が
願
っ
て
い
た
」
の
が
理
由
で
、

退
学
し
た
の
も
「（
そ
の
）
祖
母
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
だ
と
い

う
。

●
極
真
空
手
で
自
己
鍛
錬

語
り
口
か
ら
す
る
に
飄
々
と
し
た

高
校
時
代
を
送
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
赤
羽
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
ず
っ
と

続
け
て
い
た
と
い
う
の
は
「
極
真
空

手
」
だ
。
池
袋
の
道
場
に
通
う
毎
日

を
過
ご
さ
れ
て
い
た
。
精
神
鍛
錬
を

す
る
た
め
の
不
合
理
と
も
い
え
る
練

習
も
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、「
確
か
に

バ
カ
ら
し
い
が
、
長
い
人
生
の
中
で
、

そ
う
い
う
時
期
も
あ
っ
て
も
よ
い
と

思
う
」
と
昔
を
振
り
返
え
ら
れ
る
。

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
タ
フ
に

な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
実

社
会
を
生
き
抜
く
に
は
ハ
ー
ド
な
要

求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個

人
事
務
所
を
構
え
、
数
々
の
案
件
を

抱
え
て
弁
護
士
業
を
営
ん
で
い
る
赤

羽
さ
ん
な
ら
で
は
の
お
言
葉
だ
。

●
理
系
な
ら
で
は
の「
弁
護
士
」

そ
の
弁
護
士
に
な
る
ま
で
の
過
程

も
「
赤
羽
流
」
で
あ
る
。
大
学
時
代

か
ら
バ
イ
ト
し
て
い
た
予
備
校
に
、

卒
後
、「
今
で
い
う
ニ
ー
ト
の
よ
う
に
」

そ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
て
い
た
も
の

の
、
27
歳
で
一
念
発
起
、
半
年
の
勉

強
期
間
で
司
法
試
験
に
一
発
合
格
さ

れ
た
の
だ
。

弁
護
士
に
な
ら
れ
て
も
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
が
、
十
分
活
か
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
理
系
時
代
に
会
得
し
た
統
計

の
分
析
力
を
駆
使
し
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど

の
企
業
に
関
わ
る
領
域
を
弁
護
士
と

し
て
の
得
意
分
野
に
さ
れ
て
い
る
。

時
代
を
み
る
に
、
日
本
も
米
国
並
み

に
企
業
経
済
に
関
す
る
法
律
上
の
ト

ラ
ブ
ル
は
増
え
て
い
く
は
ず
だ
。
今

後
も
赤
羽
さ
ん
の
力
が
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

赤
羽
法
律
事
務
所

弁
護
士

赤
羽
富
士
男
（
あ
か
ば
ね
ふ
じ
お
）
さ
ん

〈
昭
和
56
年
卒
〉

活
躍
し
て
ま
す

昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
に
本
校
を
卒
業
し
た
赤
羽
富
士
男
さ
ん
は
、
現

在
、
弁
護
士
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
と
い
え
ば
、

長
い
年
月
を
費
や
し
て
司
法
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
後
、
一
般
に
は
縁
遠

い
裁
判
な
ど
で
腕
を
揮
う
法
律
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
赤
羽
さ
ん
は
、
い
い
意
味
で
そ
の
期
待
を
裏
切
っ

て
く
だ
さ
る
、
実
に
「
ユ
ニ
ー
ク
な
」
方
で
し
た
。

（
取
材　

鈴
木
武
道
／
取
材
協
力
・
写
真　

小
川
晴
望
）

委
員
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
だ
よ
り
㉑


